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の 協力 関係 を 継続 
イ バ ー が 持つ 技術 を スク ー ル 生 ( 


た が 、 


と 
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2022 年 ホン タダ 国内 4 輸 参戦 体制 プ オ 4 輪 ド ライ バー 育成 概要 


存在 感 を 放 つべ ベテラン 勢 。 期待 され る 若手 の 躍進 


1 月 14 日 の 会 見 で は 世界 選手 権 を 筆頭 に 、 北米 、 欧州 、 ア ジア 、 国内 選手 権 の 2 輪 ノ 4 輪 の 参戦 体制 が 発表 され た 。 
下 の 表 は 、 その な か か ら 4 輪 の 国内 お よび ドラ イ バ ー 育 成 を 抜き 出し た も の だ 。 


ニッ サン 陣営 か ら 呼び 戻さ れ た 
松下 信治 の 実力 


8 野尻 因 紀 福住 仁鶴 ARTA 


16 笹原 右京 大 湯 都 史 樹 TEAM Red Bull MUGEN 


17 塚越 広大 松下 信治 Astemo REAL RACING 


64 伊沢 拓也 大 津 弘樹 Modulo Nakajima Racing 


100 山本 尚 貴 / 牧 野 任 祐 TEAM KUNIMITSU 
GT500 で は 、 昨 年 ニッ サン 陣営 に 所 属し て いた 松下 信治 の “電撃 ホン 
ダダ 復帰 ” に 注目 し た い 。 昨年 まで と 同様 で あれ ば 17 号 車 の エン ジニ ア 
は 田坂 泰 刻 氏 に な る だ ろう 。 松下 は 、 昨年 の SF 最終 戦 で ポー ルポ ジ シ 
ョ ン を 獲得 し た が 、 そ の クル マ を 作り 上 げた の は 何 を 隠 そ う 田 坂 エ ン 
シン ニル // た だ 0 スル Gie お る 家 設 語 央 と 上 還 収 時 シノ ニア の ョ コン 
ビ ネ ー シ ョ ン は すでに 多く の 実績 が ある 。 こ こ に 松下 が 加わ る こと で 
どの よう な 化学 反応 を 示す の か ? 今季 の 台風 の 目 と な り そ う だ 。 


スー パーGT GT300 ク ラス 


武藤 英紀 の "電撃 復帰 "と 
FIA F4 か ら 2 名 を 抜 控 


18 小林 崇 志 太田 格 之 進 _TEAM UPGARAGE 


55 武藤 英紀 木村 偉 織 ARTA 


GT300 で は ドラ ゴ コ ル セ の 名 前 が 見 当たら な い の が 残念 な 一 方 、55 

号車 に 武藤 英紀 が 起用 され て いる こと は うれ し い 驚 きだ っ た 。 こ ご 数 

年 の 55 号 車 と いえ ば ベテラン と 若手 が コン ビ を 組む 布陣 が 機能 し て い 

た 。 昨年 まで は 高木 真一 が 指南 役 を 務め 、 福 住 仁 嶺 、 大 湯 都 史 樹 、 佐 

藤 較 ら に 惜しみ な く ア ドバイ ス を 施し 、 若 手 の 成長 を うな が し て いた 。 
今後 、 そ の 大 役 は 武藤 が 担っ て いく こと に な る の だ ろう 。 ま た 、 昨 年 

まで FIA-F4 に 参戦 し て いた 木村 偉 織 、 太 田 格 之 進 ら の 若手 が GT300 

で どの よう な 走り を 見 せる の か が 。 


連覇 を 目指 す 野 尻 智 紀 と 
新た な 環境 で 挑む 福住 仁 祝 


1 野尻 割 紀 TEAM MUGEN 


5 牧野 任 祐 
DOCOMO TEAM 
DANDELION RACING 
6 大 津 弘 樹 


12 福住 仁 堆 Threebond Drago CORSE 


B-Max Racing 
51 TBA 


64 山本 尚 貴 
TCS NAKAJIMA RACING 
65 大 湯 都 史 樹 


TBA 佐藤 蓮 
TEAM GOH 
TBA TBA 


SF で は 、 昨 年 2 勝 を 挙げ ラン キン グ 2 位 に つけ た 福住 仁鶴 の 
移籍 に 注目 し た い 。 福住 の スピ ー ド セン ス に 疑い の 余地 は な 


く 、 あ と は 彼 自身 が どれ だ け 戦 闘 カ の 高い クル マ を 作り 上 げ 


る こと が で きる か 、 チ ー ム が どれ だ け 彼 の 能力 に 応え られ る 
の か 。 道上 龍 監督 に と っ て 今 シ ー ズ プン は 勝負 の 年 と な り そ う 
だ 。 そ の ほか で は 昨年 、 ル ー キ ー・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤー に 輝い 
た 大 津 弘樹 が ダン ディ ライ アン へ 移籍 し た こと と 、 佐 藤 蓮 の 
テッ アバ ウッ ク が トピ ックス と な る 0 お HE 年 ショ スン 
序盤 に 牧野 任 祐 の 代役 を 務め 、 表 彰 台 も 獲得 し た 笹原 右京 の 
名 前 が ここ に は 挙がっ て いな か っ た こと に 疑問 の 声 が 多く 寄 
せら れ た 。 


苦戦 する 名 門 DAMS か ら 
岩佐 歩 芝 が F2 へ 挑戦 


17 風 佐 歩夢 DAMS 


将来 を か けた 勝負 の 1 年 
木村 偉 織 と 太田 格 之 進 の 主戦 場 


No. | ドラ イ バ ー 
1 木村 偉 織 


B-Max Racing 


2 太田 格 之 進 


SRS か ら 欧 州 行き の 
切 待 を つか ん だ 荒尾 と 野村 


チー ム 


TODA RACING 


TBA 野村 勇 斗 還 計 


ドラ イ バ ー 育 成 に 関し て は 昨年 の FIA F3 で 1 勝 を 挙 
げた 岩佐 歩夢 が FIA F2 へ の 昇格 を 果たし た 。 チ ー ム 
の 創設 者 で あり オー ナー だ っ た ジャ ン - ポー ル ・ ド 
リオ 氏 が 2019 年 に 亡くな っ て 以降 、 苦 戦 し て いる 
DAMS か ら の 参戦 と な る 。 昨 年 の DAMS は チー ムラ 
ン キ ング 8 位 と 低迷 し た が 、 そ うし た 環境 の な か で 
光る 走り を 見 せら れれ ば 岩佐 に 対す る 評価 は 間違い 
な く 上 が る は ず だ 。 国内 で は 木村 偉 織 と 太田 格 之 進 
が SEI パス テッ アア ッ ア し た の に 対し て フラ ンス 
F4 に は SRS-F ス カラ シッ プ を 獲得 し た 荒尾 創 大 と 野 
村 勇 斗 の 2 名 が 挑む こと に な っ た 。 角 田 裕 毅 の 背 

を 追う 若手 4 名 に も 注目 し て お きた い 。 
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ヒュ ンダ イ の Rally1 初 戦は 散々 な 内 容 と な 
っ て し まっ た 。 ス テー ジウ イン は 最終 日 
SS15 で の ヌー ビル の 1 回 の み 。 ヒ ュ ン ダ 
イ 全 体 と し て 見 て も 、 ス テー ジ 上 位 に 顔 を 
出す こと が 少な か っ た 。 ヌ ー ビ ル は パワ ー 
aa ニシ ツレ (イー フン し の シン ョ 
で も 、 コ メン ト に 詰まる ほど 意気 消沈 。 3 
台 目 と し て スポ ッ ト で 参戦 し た ソル ベル グ 
は 車内 に 排ガス が 入り 込ん で くる トラ ブル 
に 見 郊 わ れ て お り 、 デ イ 4 午前 に 体調 不良 
で リタ イア を 強い られ た 。 (as) 
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WRC 2022 Round 1 Monte -Carlo result (top 10) 
20 - 23 January 2022 / SS: 17 (296.03 km) / Total Distance: 1.511.47 km 


P0S 8 Driver / C0-Driver Car Eligibilty TotalTime /Diff 1st 
1 19 S. Loeb / 1. Galmiche Ford Puma Rally1 M 3:00 32"8 


ョ 本 軸 還 ド 当 計 詳 出 上 シ 言 ぐ エ 盤 21 こ ご 世 の 8 
2 ラ 層 が フ KK デ が 選 歳 な 代 み ク 1 S. Ogier / B. Veillas GR Yaris Rally 1 M 10'5 
ジン 3 れ UN の 20 訂 大 ON の 42  C.Breen/P.Nagle Ford Puma Rally1 M 1'39"8 
還 拓 る 2098 5 ク 2NES 人 MSDE の NZ 
の 2 の eS NRGE SEE22 の 3 晶 ツ の リ 味 69  K. Rovanpera / J. Halttunen GR Yaris Rally1 M 216"2 
対 2 ほ 多 N う 上 水 し し 則 人 44 G. Greensmith / J. Andersson Ford Puma Rally1 None 6 33"4 
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琴 前 方 に 張り 出し た フロ ント ノー ズ は 風 を 切り 、 空 気 を 左右 に 振り 分 け 
る 。 風 を 最初 に 受け る フロ ント マス ク の デザ イン は 空力 に 大 きく 影響 す 
る 部 分 で 、 金 浪 代 表 が 「 良 く で きた スポ ー ツ カー」 と 語る 要因 の ひと つ 。 
GR86 GT で は 、 リ ッ プ 部 分 も 含め て 市 販 モ デル の 形状 を その まま 残し 
て いる 。 凡 フ ロン ト フ ェ ン ダー 後 端 は シン プル な 処理 な が ら 、 内 側 と 外 
側 の ダク ト で 効率 良く ホイ ー ル ハウ ス 内 の 空気 を 引き 抜く 形状 。 話 タ ー 
ボ エ ン ジン の BRZ に 比べ 、 冷 却 に 余裕 が ある こと か ら ダ クト は 控え め 。 
中 央 の パワ ー バ ル ジ は ドラ イ バ ー へ の 送風 用 と し て 20mm か さ 上 げ し て い 
る 。 題 大 い リ ム が フェ アリ ング と し て 機能 し 、 空 気 抵抗 を 減ら す 効 果 が 
ある レイ ズ ス 製 の GT300 専 用 ホイ ー ル 。 オー ト サ ロ ン 会 場 で は 、 新 色 の シ 
ャ イニ ング ブラ ッ ク メ タル を ショ ー 用 と し て 特別 に 装着 し て いた 。 
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1100kg 以上 
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前 後 : ダ ブル ウイ ッシュ ボー ン 
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や 重量 配分 
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三 」 
「 戸 


昨季 GT300 に デビ ュー し た BRZ は 、 ホイ ー ル ベー ス が 2696mm で 
全長 も その ぶん 伸び て 4596mm と な る 。GTA-GT300 で は ベー ス 
車 の ホイ ー ル ベー ス が 2600mm 以 下 の 場合 、5 % 内 で の 延長 が 認 
め ら れ て お り 、 そ こ で 差異 が 生じ た 。GR86 と BRZ は 兄弟 車 だ が 、 
GT300 で は GR86 GT が 5.4 ! の V8 エ ンジ ン 、 BRZ が 2 4? の 水平 


対向 ター ボ を 積む 。 エ ンジ ン 特 性 は も ちろ ん 、 重 心 
な ど 、2 台 の キャ ラク ター は か な り 違 うこ と が 分 か る 。 
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ロー ルケ ー ジ の み FIA 規 定 で 、apr が JAF 規 定 
で 作っ た パイ プ フ レ ー ム と 合体 させ て いる 。 パ 
イプ フレ ー ム 部 は GTG 車 両 で いう と ころ の ホ 
ワイ ト ボ ディ で あり 、 こ れ が GTA-GT300 の 
基準 と な っ て いく 。 凡 ド ライ バー ズ シ ー ト が 
中 央 寄り に な っ た こと で 、 プ ロペ ラシャ フト 
が 通る セン ター トン ネル は 台形 か ら 三 角形 に 
変え る 必要 が あっ た と いう 。 調 FIA 規 定 で は 
場所 に よっ て パイ プ の 径 や 厚み が 異な り 、 パ 
イプ を つなぐ ポイ ント な ども 細か く 定 め ら れ 
て いる 。 婁 罰 ロ ー ル ケー ジ 後 方 は これ まで パ 
イプ を 溶接 で つなぐ こと も で きた が 、FIA 規 
定 に よっ て 冷 間 曲げ け 、 さ ら に アー ル も 定め ら 
れ た 。 こ れ に より ヘッ ドス ペー ス が 窮屈 に な 
り 、 ド ライ バー ズ シ ー ト を 中 央 寄り に オフ セ 
ッ ト 。 安全 性 を 高め る こと は で きた が 、8C 
10kg 重 く な っ て いる 。 た だ 、GR86 の ルー フ 
は アル ミ 製 で 、 ス チー ル 製 の GR スー プラ や プ 
リウ ス PHV に 比べ る と デメ リッ ト は 軽減 で き 
る そう だ (素材 変更 不可 ) 。 
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(で) mM ビビ ビビ 〇 RMANCE PARTS 


2022 年 仕様 カラ ー リ ング 


チー ム に M4 GT3 が 届く の は 早く と も 2 月 上 旬 と の こと 。 
その た めこ こ で は 、 PR 用 に 撮影 し た 実車 に 2022 年 仕様 
カラ ー の イラ スト を 添え て 紹介 し て いく 。 
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$ 
2022 年 5 月 に 創立 50 周 年 を 迎え る BMW M GmbH 


チー ム 名 に IBMW」 を 冠 す る こと が 認め られ た 


チー ム ス タ デ ィ に と っ て も 特別 な が シー プン と な る 


新車 両 M4 GT3 の 投入 、 ドラ イ バ ー ラ イン アッ プ 、 タイ ヤー 一 
BIMUU Team Studie 


本 気 度 あ ふれ る 新 体制 を 、 どこ より も 早い " 先 出し "で お 届け し よう 
Studie BMWUU WM4 


Text : 山田 弘樹 (Kouki Yamada) 
Photo & Illustrations : Studie 
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2022 年 仕様 レー シン クス ー ツ 

ボディ カラ ー に 合わ せ 、 上 半身 に スト ライ プ を 施し た 
レー シン グ ス ー ツ 。 ボディ 同様 、M 社 50 周 年 を 記念 し 
た ロゴ が 大 きく 掲げ られ て いる 。 
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M6 GT3 で は V8 ツ イン ター ボ エ ン ジン を 搭載 し て 

いた が 、M4 GT3 は 市 販 車 と 同じ DOHC 直 列 6 気 
筒 直 噴 タ ー ボ を 採用 。V 型 か ら 直 列 に な っ た こと 

で 、 エ キ ゾ ー ス ト は 右側 か ら の 片 出 し と な っ た 。 
排気 量 は 2993cc と 、 現 状 も っ と も 小 排気 量 な 

TS8 マ シシ と な っ て いる が 、 ミッ ショ シコ ント 

ロー ル が 叫ば れる 時 代 と し て は 進ん だ 選択 だ と 言 
える だ ろう か 。 マ ネジ メン ト は ボッ シュ MSG6 で 行 
な い 、 ト ラク ショ ンコ ント ロー ル シ ス テム も 内 蔵 。 
その 出力 は 590hnp を ベー スパ ワー と し て 、 BoP に 

よっ て 調整 され る 。 6 段 ギ ヤ ボ ックス は 重量 配分 

の 適正 化 を 狙い トラ ンス アク スル レイ アウ ト に 。 
ギヤ 選択 は X- ト ラッ ク の ECU で 行なう 。 
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RG 
全長 X 全幅 X 全高 5020mm xX 2040mm X 1308mm 
ホイ ー ル ベー ス 2917mm 
トラ ンス ミッ ショ ン X-Trac 6 速 シ ー ケ ン シ ャ ル 
ホイ ー ル フロ ント : 12.5J X 18inch ノリ ヤ : 13.0J X 18inch 
エン ジン 仕様 直列 6 気筒 ツイ ンタ ー 
排気 量 2993cc 
用 
アノ 出 カ 590hp 
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は エア コン ディ ショ ナー を 備え る 。 
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2022 年 GT300 主要 チー ム 予 想 ラ イン アッ プ : 発 表 済 み 〇 : 有 力 入 : 噂 


IN【e Team Machine Driver 
0or61 R&D SPORT SUBARU BRZ GT300 井口 卓 人 山内 英輝 
2 muta Racing INGING TOYOTA GR86 GT (O 加藤 更 規 OO 堤 優 成 
4 GOODSMILE RACING & Team UKYO Mercedes AMG GT3 谷口 信輝 片岡 龍也 
7 BMW Team Studie BMW M4 GT3 荒 聖 治 A. フ ァ ル フス 
10 GAINER Nissan GT-R NISMO GT3 マ の 
11 GAINER Nissan GT-R NISMO GT3 〇 O 安田 裕 信 OO 石川 京 侍 
18 TEAM UPGARAGE Honda NSX GT3 小林 崇 志 太田 格 之 進 
25 HOPPY team TSUCHIYA TOYOTA GR Supra GT OO 松井 孝介 〇 野中 誠 太 
30 apr TOYOTA GR86 GT 永井 宏明 織 戸 学 
31 apr TOYOTA GR SPORT PRIUS PHVaprGT や ? 
50 Arnage Racing TOYOTA 86 MC 〇 加納 政樹 (OO 阪口 良平 
52 埼玉 トヨ ペッ ト Green Brave TOYOTA GR Supra GT O 吉 還 広樹 O 川合 地 汰 
55 ARTA Honda NSX GT3 武藤 英紀 木村 偉 織 
56 KONDO RACING Nissan GT-R NISMO GT3 (O 藤波 清 半 O JP デ - オ ベイ ラ 
60 LMecorsa LEXUS RC F GT3 〇 寺本 大 樹 O 河野 駿 佑 
65 K2 R&D LEON RACING Mercedes AMG GT3 浦 生 尚 弥 篠原 拓 肢 
“ ビ ー 。 ィ ナー10 号 車 は 
96 K-tunes Racing LEXUS RC F GT3 新 田 守男 高木 真一 ゲイ ナ ト か 
244 Max Racing TOYOTA GR Supra GT ( 〇 三宅 淳 詞 O 佐藤 公 哉 若手 の ホッ トス ポッ 
?2 BUSOU Nissan GT-R NISMO GT3 ? ム A 柳田 真 孝 ム A 井出 有 治 星野 一 樹 の 引退 と 平 中 克幸 の 移籍 に より 、 ゲ イナ 
= ル 工 ー は 10 号 車 を 新 加入 の 2 名 に 任せ る こと が 濃厚 に 
? SHADE RACING TOYOTA GR86 GT 平 中 克幸 清水 英志 郎 1 が の 2 きど 有 うら てい 
は 昨季 も ニッ サン の GT3 オ フィ シャ ルパート ナー 
すでに 発表 と な っ た 情報 も 含め 、GT300 主 要 チ ー ム の 予想 ライ ン ア ッ プ を 上 に まとめ た 。 こ の オフ は GT500 ク チー ム に 選ば れ て いる 。 ニ ッ サ ン 傘 下 に 若手 が い 
ラス の 顔ぶれ が ほとん ど 変 わら な か っ た こと も あり GT300 の 変化 も 少な め 。 昨 季 優 勝 を 経験 し た 篠原 拓朗 は レオ れ ば 非常 に いい 受け 皿 に な っ た だ ろう が 、 現 状 の 
ン レ ー シ ン グ へ の 移籍 が 発表 され て いる 一 方 、 昨 季 の 篠原 の 僚 友 で ある 川端 の 行き 先 は 本 稿 校 了 時 点 で 不明 だ 。 NDDP は ほとん ど 機 能 を 停止 し た 状態 だ 。 
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ンク 用 。 し て の GT 参戦 に か ら 。21 年 は 市 | 
ググ フ 合わ せ 、GT に も 新型 を 
ーー 投信 。 こ れ まで の 分 も ま : め て 返す "デビ ュー イ 


ヤー チャ ン ピ オ ン ” と いう 期待 を 背負 っ て いた 。 
21 年 に 向け て は 予選 重視 の 戦略 を 採用 。「 我 
々 の クル マ は 、 レ ー ス 中 の アベ レー ジラ ッ プ が 
いい タイ ヤ を 履い て いて も 、 中 団 以 降 か ら だ と 
上 が っ て いく の は 難し い 。 そ こ で 、 構 造 も 見 直 
し て 一 発 の 方 向 に 振っ た 、 新 スペ ッ ク の タイ ヤ 
を ダン ロッ プ さ ん が 開発 し て くれ まし た 。 タ イ 
ヤ の 了 剛性 を 上 げ 、 ピ ー ク グリ ッ プ を 上 げ る 方 向 
で す 。 そ し て 、BBS の ホイ ー ル が それ に 対し 
て 非常 に うま く 機 能 し て くれ た の も 大 きか っ た 。 
21 年 は 前 年 と 同じ スペ ッ ク の ホイ ー ル を 使っ 


性 変化 に も 対応 で きる も の を 


や テス ト を 経て 、 タ イヤ の 剛 


BBS さ ん と 作る こと が で き て 
いま し た 」 (小澤 正弘 総監 督 ) 。 
狙い どおり 、 ポ ー ル ポジ ン 
ョ ン を 4 度 獲得 。 シ ー ズ ン 序 
盤 こ そ レ ー ス 中 の アベ レー ジ 
ラッ プ 低 下 に 悩ん だ が 、 以 降 
は | セッ ティ ング で カバ ー で 
きた 」 (山内 英輝 ) と いう よ 
うに 、 決 勝 リ ザル ト が 上 位 で 
安定 。 優勝 し た 第 5 戦 SUGO 
か ら 最 終戦 富士 まで の 4 戦中 
3 戦 で 表彰 台 に 登壇 し た 。 
[そもそも で す が 、 以 前 に 鈴 
鹿 で 2 分 を 切れ る か 切れ な い 
か で 伸び 悩ん で いた と ころ 、 
テス ト で BBS を 履い た ら 1 分 59 秒 台 に 入っ た 
と いう こと が あり まし た 。 純粋 に グリ ッ プ が 上 
が り 、S 字 や スプ ー ン な ど 速 度 域 が 高い と ころ 
で ゲイ ン が あっ た ん で す 。 課題 だ っ た タイ ヤ の 
タレ も 少な く な っ た 。BBS は セッ ト ア ッ プ パ 
ー ツ の ひと つと し て 武器 に な っ て いま す 」 (山内 ) 
その ゲイ ン に つい て は 、BBS の 特性 と し て 
よく 言わ れる |「 ホ イー ル の 粘り | が 寄与 し て い 
る と 井口 卓 人 が 補足 する 。 | 高速 コー ナー で タ 
イヤ の 粘り を 引き 出し て くれ て 、 も う 一 段階 上 


の さき 夫 QAW 淫 OwC 識 


Text : utO SDOrt 
Photo : 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 


の 0 グリップ が か あり ます 。 それ が 上 由 で くる タイ 5 
ング が より コー ナー の 奥 に な り 、 も う 一 歩 奥 ま 
で 踏ん で いけ る 感じ で す ]。 も ちろ ん 、 こ れ も 
含め た 、 ク ル マ て 全体 の パフ ォ ー マ ンス アッ プ が 
初 戴 冠 に つなが っ た わけ だ が 、BBS が 果たし 
た 役割 に も 大 きい も の が あり そう だ 。 

22 年 に 向け て は 、 正 常 進化 し た タイ ヤ に |「 ホ 
イー ル 側 で 合わ せ た ら どう な る か を 見 て みた い 」 
と 3 人 は 欲張り を 隠さ な い 。 連 式 の カギ の ひと 
つ を BBS が 握っ て いる こと は 間違い な さそ うだ 。 
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守田 に つ 如 J 共 中 つ や て] 

壮 田所 出 池 G 必 キー ユー 公 や 6 弁 
林 閣 ポー ベト し 限 つ 丸 し 7 
っ 尋 こ へ 下 りか ペー リロ - 晶 で 


公 
いで ローKG 画 公 宙 肪 0 
PS 
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G 公 じ A で 丸 層 ] 

ミ ャ K | 療 水 SQS ぐ 一 結 是 "中 キー 
ヘーG ヒ しゃ で で 明 鋼 yo 環 っ 16 和 3 
nt しゃ p。 中 エーーー 父 政 時 音 G レ 


0 如 へ 必 く 公記 Yo 問 全 で YetJ) さ マン" 


っ S ご 戦 IL は つの で 慣 HAYO で 丸 」 
肖 田 | ペー ド ベ 革 や ホー スベ 公男 記 を 
PTEKucuiPk く ID) いく よく 

ミ ャ て K [や で や pK 配 隔 し? ド ハ 
3 中 エーーー 人 へ 手 *N し っ 喜 『 可 展 | 
公記 い 0 ン 8 会 O? 中 キー ニー で 
SR で ホー スジ 層 和 を 人 一 稚 へ 必 下 で 
さい いふ ー 公 層 尽 東 由 ひ レレ や 宜 
で ー、 っ ) | 呈 つ し ′ 所 QN で IM 


wetS 公 い GO ルレ へ せ 下 つつ セ ooG 公 


JP3QtQS キ ーー を 羽 全 くく 
で 8) や 8 昭 で る うっ? ルリ ロ ポ セハ 
GK ふ で る 会 仙 い し うう お で 0" 
6 で て 咽 いで ぐし レ う っ Ss う っ 


貯 田 「 可 足 GS 諾 忠 や 中 キー ユー 攻 会 
3 招い し っ 0 っ ) 徹 ne で で 20 | 

ミ ャ K「 YS 坦 呈 的 了 他人 ペ ーKi ト て 
へ いふ 一 公 。 守 選 ロ 避 つじ し 避 記 ShO 
昭 抽 mm 括り 筐 要 セ NO) せ 4H 衣 中 上 
3 きっ] SA 咽 4n さ ペー くい 
MIJAOFJ 島 で ひし | | 過 穫 会 各 っ 
ロー ド ベ 式 公 Q@ ド ーー 上 トト て ふ 選 つつ 玉 鱗 
と トミ ルト ヾ 公選 そく ベー ロイ で レ 


咽 セ 0 で で 由枝 で で 撤 つ Ne ホー に ド 公 7 


うり ン リ 蘭 結 8 人 で 0” WS で し 頻 師 NG 
ン Q っ SQ で "ロー ドド 款 全 Q 民 っ て 中 
こ ー や | 赴 !o 記 と トミ トリ ロ つ 弄 
iQ 会 2J で で 83JK 穫 NOTJ ュ J 避 | 

貯 田 |-hTN つ 7 か 6 配 号 8 
SB 会 IN か ふく 全 ら NG 全 Q せ 
愉 二 や " ふつ し ゃ 弄 ン 舞 こ 記 っ うと Iih そ 
こ ーGX ハ ふ ト で て 間 提 SQ 誰 
つつ し pp ト と こ ヘ トー2 避 喧 / で で っ 


っ J)” 3 やつ 枢 環 革 団 は つ し っ う で 82Q5J で 
nno てこ // さ へ ハ やぶ ャ ヤ 悪 
つ 3 逢 し 3pDGfJ ン 則 胡 つ 尺 責 
問 症 っ は で いし っ 刀 で の を SS っ 会 | 
ミ ャ K「2OnS8Kn 9 つ KQOQ 宙 
表 G 財 っ 坦 備 けさ 0 し っ 8 広 幸久 
SN6 ユ J 田 2316 | 

貯 田 [Sn っ jOhJaJe・| 

ミ ャ K「 字 避 り っ SNH ミ K ふ かと 
3^ H6J や 甘い し せ 兄 3Q 思 会っ っ J 
En レン ペー ヤ せ ハ 心 選 隊 っ 愉 で 時 
や 8 条 5 で し くさ て へ 公 能 で 
8 次 で SO つ "| 掲 唱 配信 レ し 
い 公 で し や p/ QNO や へ ふ て トト SQm 
愉 全 中 と へ ゆ 民 へ ? 親 放 NNAJ6 計 
台 つ し 放 C 史 し っ で 吉 3J 還 1] 
財田 | っ を を で 尼 っ Jp ……」 
ミ マ K [YS で jpFJ で や エー マ G 芝 足 


自由 会 | 幅 震 っ し っ うら 公民 岡 守 


福 四 軍人 る QG 拓 條 加 応 WW 問 短め 加 ン 司 装 骨 陽 約 CM セ へ 


ローK さ て トロ セン 28S | 
ミ ャ に K「 臣 悩 85 中 下 ロ を こく ヘー 和 を 


へ 民 邊 一 ささい wwG 毅 内 し お 


っ Je36K と Gt の ロロ ーK も て と 記 
ふ 心 くさ せ 了 や ホー ヤキ ト て 公 十 じ 0 刀 
GS せ 赤 史 選 く 恒 届 ] 

※ 田 | に ト TuOnG 肌 調 ロ 晶 東 牙 セ 


ト KTX ぶ U ェ て 困 写 昼 G お や IROU ト 倒 
っ っ 加入 ] 

六田 | ト NH ミ K ふ と へ 公 くさ ミー ハ 
1 つろ で る Stem ペー ヤ ト に K て 旨 旬 で 
SG 直 c-」 

ミ ャ K [Nen? ご 切 と トミ トト で の っ 
穴 介 3 で 如 会 トー ふ 6 押 選 会 QR 
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で だ 宮 皿 公 で で 出 ・ 四 6 4 ン ン 
人 際 ま SHE HK 必 ぐ へ 公 抽 舞 Hm ヘ ー ヤ 避 敵 スト ヾ 公 渦 で SG お S” 地 早 @ 陣 困 束 
1 SS て 巡 で い n の つの > 則 / の ノノ の の / 了 
SSANK 役 PSR 。 ぐ SG 功 人 Q 公 代 ひ 丸 ” 板 咽 SQ 嘩 吾 に で や 公 の の を る う 7 hNH ミ KK 私 
ャ テ し DS 会 委 ! 
ユ Z 湯 定 0 る ク る oO ツ 忌 デー 
時 で 靖 才 当 表 さ と っ 求 給 6” OoQ 唱 用 で きく K ぐ で で へ On ぐ へ 会 ペ ャ ト 選 名 つ や りら っ 心 析 他 
選 1 は 愛人 っ 三吉 上 
ST ド 許 細 苗 く に で や コ し hH ミ K ふ 私 ぐ へ 全く 4 ミイ て へ 選民 表 つ じ S で で 
Q Ne 1 5 9 賜 ン / 。 ん 。 つ 
人 る GS 名 W 間 時 朋 つ 二 つ 豆 地 3p 下 JD38 交 S 人 会? 語 
生 は る 閣 さ に 、 凌 S 0 久 選 周二 判 肖 嘩 早 二 | 
6 や じ 硫 べべ 旭 JP 宮 で や つ v0 で 名 会 ミ ミー ベ ズ へ ハ ] 


湯田 | く ペ ー ィ 相 沈 ぐふ ペー ハ へ の” Th 
K ロ ー ホ トー し GAIN AA 日 拓 避 ] 

ミ ャ に KSN6 ホ ー ス 店 器 軍 公 人 Q 喧 刺 虹 
吉 つ 46 で SGGNH さ K ふ かる 


崎 田 「 革 財 NH ミ K 入 穫 と へ うく /7 
ミー へ 公 潮 ハーKGG で の ロ 嘩 0 っ 放っ 
聖 ご 還 刀 刺 人 る ドル ハ お 束 叶 ペー 
弓 つっ 理 男 史 枯 <QS で 8? NG 環 握 公 


る 1 ム の ん ャ ー ご = B ・ < 7 の ン る ノ っ ク 14 ん ムー 一 、/ / / こ (4 
8 ロリ 2 症 ン フラ て ES 週 し お | お 。 SS 中 や 介 。。 へ せき K ペ ーー 回 G 所 へ 穴 喘 つ 20SUS 触 則 人 3 喉 率 用 弥 調 く 
+ さ て ー=> ーー ノ ーー /NI ノ 2 ぞ 了 
て 3 ・ A 十 下 IM 遇 人 いい 5 レ の の っ っ / ょ の ン レコ 
提 GZ 情 NSRDN GO G ゃ MSSSNGAHPN を CSRRSSS の や 公 PRTRWY や 8 や 公 全 で D 笠 生じ っ 0 で ち 人 | 
つく < 了 で CGC 抑 か 心 へ ホ Q 。 刀 て 密 W 8 お ふつ ささ つ っ 2 2 5 % 6 2 RS o 
3 ロ 生 S も SO SO と 3 RE AR 2 で < で 生 。 僅 へ へ) へ て で 中 嗣 ミ ャ てく つつ 全 j や ル ハ S 尾 閉 岩 喉 補 6 刀 
J ] 紀 -J) 紅 蝶 そ SS けけ へ ハハ ご 必 。 40 や 6 5 二 9 ee 
は 滞 で 。 選 て やせ DSG We を 谷 WA レ 所 さる っ 論 表 RWAND て し レ SGTTNK ロ ー ト 親 虹 GA キ ヘ ・ー ト 4RMWS し AH 
桂 せ  G 改め KS ふし 吐 さ 会 う 日 ロ 光 し 公 。 』 ちる ン 
RS が Se 1 NN RMN DI Ne ー リ 考 麗 の 弄 ン 環 べ つ し っ うう っ 心 い ン 机 提 つる で 公 ひ つつ" ホー ベジ 局 
測地 し 8 公男 ふ や へ ハ 長 剛 HK 羽 @ て そし じ 選 中 つつ ざい 選 っ 回 そそ ン と eS 
や つけ 公記 送 革 し くさ で GLhN 選 ミ う っ 胡 ふさ で ミ 。 弄 ロ 抽 し ミ ト J ュ J3J | Qp 球 定 N0 公 で 代 の" ポー 
| 時 お 秋 に 三箇 当 UGN ば pl は 末 の SN だ 民生 記 対外 うり 4MR1 ) っ トキ た 
ょ 回 訳 興 橋 区 へ 。 巡 徐 し 由 いで し < て で や ミキ ャ 咽 へ こく 3 岩田 「 い まさ NH ミ K ふ 穫 く と へ 8” 購 選 は 2 お 80 し せ 中 キー ニー や 層 
細 れ ハ 宮 昭 人 ご ロビ くそ だ ロラ で ジラ [RSIINANR ク SI て は 』 』 と も の 
SO めい 団 | た こら ココ 還 衝 記 必着 に SQ NIS か 112 NK 選 や ドコ ユーS2J 旭 で けい トト つ し うっ つう っ 、 っ > っ) レロ ロリ ロ つ し うっ 尋 つ 」 
hG ココ 電 N OS NNNMNUNMSSUISIUU NN 『 
ョ と AR TL トド DALUSUR SM TI NN 人 I 語 約 ン い や させ く ウ 会 8 会 で 丸和 ] 壮 田 [SSS 全 いい ー さ へ G ト 
ーー ぷ M 3 キ し る ク 2 レ ィ KN 
義人 | 負 中 選 き ミ K [mn っ OrJJJ5 こく 77 ミー て ハ 人 公 ハート K・ 所 マー ミ ジ ビ 民 きじ ル ハ で 
換 三 で と 1 天 メ o O / | うっ 
っ 9 当 も 6 0 友 ご 代 了 h へ 名 2J 揚 OO 公 NH ミ K ぶ と へ 玉村 。 ポート へ で 攻 郊 ロ 信 机 つじ っ ぃ Q? 珂 下 
碗 ロロ ーK に 丈二 つじ っ 刀 8 和 0」 ロコ 遇 慌 り 陣 埋 所 氷 所 つ し じ 土 守 や NG 
1J 会 
人 べ ヽ っ ロリ 介 IPJX つ の 61FJHESD DJ. HK トレ 3 くう 、 っ J 電 李 つ QG3] 
NNAK で や キー ホ へ KG 所 思 尿 。 つ 普 田 [ 電 M 因 紀 MP 人 SCS……| い H ト し せき っ 、 欄 NG 
RS る き 〒 に K [記紀 つこ // さ ミー へ ADNH ミ p 倒 民 4J 還 で 如 避 ] 
へ S 旧 1 1 
で 次 有料 DI 桂 は は 本 伯 K ふ か ぐ く へ 6B 心 会 ペー ベー に K ト 問 ミ ャ K | かー トミコ ペペ や トト KK 
加 ヶ 玉 王 : IKI を 生き 守 3 ちと 】 4 名 k 忌 式 で ーー へ ヽ ぐつ / だ ん ミン 人 の く 
KR 1 朗 秋 NS 人 きる S 生 ゆ 品 やき 』 前 癌 WS | TP2NGJN せ 中 人 0 じ っ ” SvyJ エー さき 再 ら つ 人 隊 せ は 人 っ SO Kop 
1 エエ く て INh H8 回 公 忍 和 こ 中 3 4 9 Li 1 9 2 
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1 翔 回 0 7 1 な > 稚 ン > 寺 つ 勿 す 1 o 2 ン ジコ と / 
、 豊 じ さき 2 SNSN 的 区 NRSG 押 で 所 へ 伺 色 世 っ ? 選 則 NPD TK 低 部 本 3J)J SS る nH っ 刀 っ 次 時 GS で 
RScT2423 委 gH8 寺 GRHRHBRIN 香 肝 ・ トト RPM 
ちい Mi 要 +6 MI 帳 へ ゝ KN SE る ンー HH 衝 JO 184 2 J ィ 1) は トキ 46^ 
お ャ 所 し 四 や ら 人 。 ト jm.zK Il こ G 四 + 所 ら Qt う ちら 心 で 記 人 WSS く SSN0 ぐ で 0" お や ドー ド し ls 昌 
RS 人 二 る N 二 赦し 、 区 時 や や 記 店 S ん ミン へ | 究め ローK 公 の せ 褒 二 つ 。 胸 人 や や 中 必 し 疾 レ 9 放 芝 ロ 林 
ィ ヶ 州 で に 。 ーー 半 / リー パ 話さ へ = 
エ aK レ J SN 和 3 * う 1 G NN ぬ Q 己 来 距 4 111 も ン 0 基 芝 3 o 
の 3 の で さっ か お no 着 N 和 mm 如 隊 皿 人 も さる キ | は 9 時 G 亜 レ っ Ss 全 の 87 8 人 QTJW 明 主 つじ しゃ 環 lbnt6 い SpG 全 人 QSS7 
の 9 - の ム / と / ビー dm ュ J けり る /Q へ ーー 上 ま きき め 
人 M は 粗 まき SR や し ろう 下 ・ 県 人 8 千 し | 人 さ 信人 財 に 個 つ レーKw 直 や Q で 所 レ ロー< 悪 G4NSG 表 恩 つ つじ 
1 の つ ェ |1IKJG 還 | K 。 コ て 欧 玉 うさ 信じ SPP し |K 』 b ーー ) 申 全 KK レー 1 
KU ぬ 巡 | 人 トマ 直 條 妃 O き SIG つつ | 体 Q? SG 井 詩 酢 扶 しく 4 ミイ て ハ を レ ハ へ っ 3 忘 品 湯 中 し を さい) で NG 翼 出 
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良く も 悪く $ フ ェ ル スタ ッ ペ ン の 初 戴 冠 は 


GK ふ NR 史 貞 ン ン と 4225 Non セ で 3 
し へ ハ 3 間 G 出 由 季 48 し ON6 会] 
財 田 | し レ し ハ せ 中 キー ニー や 半 , い 7 選 
け 毅 出 頂 he くし せき っ うつ ^ 崇 つ っ 
K ふ で ミ ぐ ユー ド ベト で こさ 心 ふ 一 瑞 弥 譲 
っ し きつ っ SS NG で S ロ ピロ エー マ G 
回避 や ーー 会 泡 肛 唱 ShG ] 

ミ マ KK く 「 克 衣 訪 遇 さ つじ し" ル ハ JJ 臣 の 
さと さも K 出 鷺 会) さや NO べべ 茹 や っ 
GL エー マリ ロジ や うつ きっ ? し ゃ じ ハ 会 S 
ご 悪 いっ し っ te 会 地 3Q 古 る 燃 
っ 閉 選 や し 回 ロ 悪 躍 村 NG っ) 会 し 
NG 公会 1 NG 刀 S け や レル ハ 選 お お 
ーー て セ N@ 半 走 龍 丸 せ 時 表 MR 寺 67 
表せ 時 公 っ 避 酔 し 直 最 し へ 公 )J 
や さっ っ) っ 下っ 会 <Q? 倫 で 中江 っ 
^ ww つつ し レト TUG や の 人 中 洋 和貴 
品 人 OS っ Sp 妃 っ Je36 [ペー 
K 皿 回 却 G ら 8S 屋 0 表明 NINS 
AH 公 因 人吉 瓦 4 の の しゃ さて 想起 
呈 民 畠 革 け も Ne] の 層 人 も で 8 っ 
っ "いつ 2Q の の OG 層 股 に つめ っ 心 
円 繕 や 調 や he つ ^ パ さ エー か へ 8 楽 思 
し 喧 引 ごく て ミ 公 し ON0 AO いつ ] 
貯 田 「 ト hoOn し ゃ / 腕 調 Io 臣 ゼ 
2JQSNe て 0 和 で 8J 還 SQe-」| 

ミ ャ K く | へ 中 一 品 SS 暑 虹 に me38” 模 
半 男 じ d 屋 さ 個 ぐ 全く に て 8 で 
NO の 025J3pM ル OH6n 27 QN 
3 き お 衝 O 公 0 し っ で 全 和 や つ で で SS っ" 
公 つ や マン ュ Jsp” H686 つ TA ト で て ハ 
mA し 絡 っ 刻 rcte で ち S つ 5 KKー 公 
呈 な 暑 基 し せ ” wT ミ ャ ロロ ー 公 喧 環 


り よ な 現 ポ 


虹 ね で QOS 鳳 培 会 固 *0 凶 配 3 
ぶ く ロ ー ふ へ つじ し” 臣 回 交 個 さも ら や 
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さく 必 ふぐ で へ で 競 っ 8 けり せ (の OLG 皿 回 
装 で 会 秒 0 丸 6 会 0 く /7/ ペ ミー 
へ 会 や G 肝 屋 で 丸 眉 綻 幸 末 っ " 
yp で や ペー に K8 会 人 Q で 7 NOapNuaD 
の 〇 革 り 堅 回 叶 で 選 IPO や NeG ゼ 7 

トペ ボー ドロ 枯 ひ 玉 3pGS87 
GS 心 会 ペー ド 全 剛士 公会 Q で 7 

ypNTJ5 レベ H 語 S 穫 やつ ONQYo 下 
悦 く SG 公 2 名 
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GSG し っ っ っ うつ yp] Am 一誠 月 崩 
3 公 で 頂 層 Ne@G ば っ 公会 尋 や GATQ 
の 人 ドド ApNG 提 NB 牙 Q で し の 
〇 ペー ド K 紀 紀 で や や Ne で むけ や 
っ 公 尋 っ うっ) コト いく で し レ つ で 刀 抽 
mn で IO 公 の | 

ミ ャ K「 可 足 ゃ 仙 Rte け は TJGK 素 
ー ハ リロ 舞 で ho て マス ハト で て 要 
neN0 て 31J 田 OS] 


り 心 龍 で 器 全 N6 倒 
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トニ ー ドジ ンズ @ Tony Dodgins 


Nationalify : United Kingdom 
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ハミ ルト ン は バル セロ ナ テ スト に 姿 を 見 せる 


最強 の 負け ず 嫌 い だ か ら こ そ …… 


年 が 明け て も "ハミ ルト ン 引 退 説 “ は 報道 され 続け て いる 


た し か に 、 状況 的 に は それ が 現実 に な っ て も 納得 で き な く は な い が 
英国 人 ベテラン 記者 は 、 7 度 の 世界 王者 が 再び ステ アリ ング を 握る と 信じ て いる 


回 1 の 2021 年 シー ズン が 閉幕 し て すでに 

1 カ月 以上 経っ た が 、 イ ギリ ス の F1 メ 
ディ ア は 依然 と し て ルイ ス ・ ハ ミル トン を めぐ 
る 報道 を や めそ うに な い 。 興味 の 焦点 は た だ ひ 
と つ 、|「 ハ ミル トン は この まま 引退 し て し まう 
の か | で ある 。 


昨年 の 最終 戦 ア ブダ ビ GP で の ハミ ルト ン は 、 


さぞ 深い 傷 を 負っ た で あろ う 敗 戦 の 悔し さ を 押 
し 殺し 、 勝 者 マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン を 祝 
福 し た 。 そ し て 、 父 アン トニ ー・ ハ ミル トン も 
同様 に に 、 ヨ ス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン と 握手 を 交わ 
し た 。 し か し 、 レ ー ス か ら 数 日 後 、 ハ ミル トン 
は 矛 盾 し た 行動 に 出 た 。 

バッ キン ガム 宮殿 で チャ ー ル スズ 皇 太 子 が 催し 
た 和 爵位 授与 丈 に は 出席 し た 一 方 で 、 パ リ で の 
FIA 授 賞 区 は ボイコット し た の だ 。 ド ライ バー 
ズ 選 手 権 の 上 位 3 名 は この 式 に | 出席 する 義 移 」 
が あり 、 選 手 権 2 位 の ハミ ルト ン の 元 に は も ち 
ろ ん 招 待 状 が 送ら れ て いた 。 ち な み に メ ル セ デ 
ス の トト ・ ウ ォ ル フ 代 表 も 、 コ ンス トラ クタ ー 
スズ 選手 権 8 連 罰 を 果たし た に も か か わら ず 、 同 
く 欠席 た 。 

ここ まで 事 が こじ れ て し まっ た の は 、 ア ブダ 
ビ GP の レー ス 終 盤 に レー ス デ ィ レ クタ ー の マ 
イケ ル ・ マ シ が いく つも の 理不尽 な 判断 を し た 
こと で 、 勝 利 を 奪わ れ た と 感じ て いる か ら だ っ 
た 。 ア ブダ ビ GP の レー ス 終 盤 、 ニ コラ ス ・ ラ 
ティ フィ の クラ ッシュ で セー フ テ ィ カー (SC) 
が 導入 され た 。 規約 に よれ ば SC が ピッ ト に 戻 
っ て レー ス が 再開 され る の は 、 周 回 遅れ の マン 
ン に 追い 抜き の 許可 が 出 て か ら だ 。 し か し 、 そ 
れ で は SC 先導 の まま 、 盛 り 上 が る こと な く レ 
ー ス が 終わ っ て し まう 。F1 も チー ム 側 も 、 


行 的 な 観点 あら そん な 結末 は 望ん で いな か っ た 。 


そこ で マシ は 、 ハ ミル トン と フェ ルス タッ ペン 
の あい だ に 挟ま っ て いた 5 台 の 周回 遅れ だ け を 
前 に 出し 、 レ ー ス を 再開 する 決断 を 下 し た 。 そ 
し て 、 絶 対 的 に 有利 な ソフ ト タ イ ヤ を 履く フェ 
ルス タッ ペン が 最終 周 に 劇 的 勝利 を 飾っ た の だ 
つた 。 

マン の 行為 に メル セ デ ス は 不服 を 申し 立て た 


も の の 、 レ ー ス 終了 後 数 時 間 の うち に 棄却 され 
た 。 メルセデス は 当然 、 上 訴 す る と 見 られ て い 
た 。 し か し 、 い くつ か の 理由 か ら 、 彼 ら は それ 
を 撤回 し た 。 

メル セ デ ス 陣営 は いま で も 、 フ ェ ル スタ ッ ペ 
ン の 逆転 優勝 は 不当 な も の だ と 信じ て いる し 、 
裁判 で 争っ て 勝利 する 自信 も ある 。 だ が 、 彼 ら 
が 勝訴 し て 、 新 た な シー ズン が 開幕 する タイ ミ 
ング で フェ ルス タッ ペン の タイ トル が 尿 奪 され 
る よう な 事態 な ど 、F1 関係 者 の 誰 も 望ま な い 
る の うぃ 。 

も ちろ ん 、 メ ル セ デ ス の ブラ ンド イメ ー ジ も 
大 き な ダ メー ジ を 受け る こと は 免れ な い 。 ハミ 
ルト ン と メル セ デ ス に し て みれ ば 、FIA の 授賞 
式 を 無視 する こと ぐら いし か で き な か っ た と 言 
える 。 一 方 で 英国 BBC 放 送 は 「 メ ル セ デ ス は 
FIA に 対し 、 マ シ と 技術 担当 の ニコ ラス ・ ト ン 
バジ ス の 解任 を 密か に 要求 し 、 承 認 さ れ た | と 
報道 し て いる が 、 メ ル セ デ ス は 当然 な が ら 、 事 
実 無根 で ある と し て これ を 否定 し て いる 。 

ここ で 冒頭 の 問い に 戻り た い 。|「 ハ ミル トン 
は この まま 本 当 に 引退 し て し まう の か 」。 ま さ 
か 本 人 か ら 直 接 聞 いた わけ で は な い だ ろ う が 、 


バー ニー・ エ クレ スト ン な ど は 「 ル イス は 必ず 
引退 する | と 断言 し て いる 。 た し か に 、 彼 の 負 
つた 心 の ダメ ー ジ は 大 きく ご モザ デベ ー ン ョ ン が 
も は や 完全 に 失わ れ た 可能 性 は 否定 で き な い 。 
状況 的 に も 、 な か な か 厳し いも の が ある 。 テ 
クニ カル ・ レ ギュ レー ショ ン が 大 きく 変わ る 今 
季 、 メ ル セ デ ス が 過去 8 年 の よう な 勝て る マシ 
ン を 作り 出せ る 保証 は な い 。 そ し て 、 若 き ジ ョ 
ー ジ ・ ラ ッ セ ル は 自ら の 才能 を 証明 する た め 、 
チー ム メ イト の ハミ ルト ン に 本 気 で 牙 を 剥い て 
くる だ 2 。 

ハミ ルト ン 自 身 も ファ ッ シ ョ ン や 音楽 、 俳 優 
業 、 そ し て 積極 的 な 政治 活動 な ど 、 モ ー タ ー ス 
ポー ツ 以 外 に も や り た いこ と は 山 ほ ど あ る 。 と 
は いえ 、F1 デビ ュー 以来 ずっ と ハミ ルト ン の 
軌跡 を 間近 で 見 て きた 私 は 、 彼 が この まま 引退 
し て し まう と は どう し て も 思 多 な い 。 が ミル ト 
ン は ほか の 誰 よ り も 敗北 を 嫌う ファ イタ ー で あ 
り 、 こ ご の スポ ー ツ を 心から 愛し て いる か ら だ 。 
新た な 挑戦 に 身 を 投じ る 姿 を 2 月 の バル セロ ナ 
合同 テス ト で 見 られ る と 信じ て いる し 、 前 人 未 
到 の 8 回 目 タ イト ル 獲 得 の 目標 を 必ず や 達成 す 
る こと を 願っ て いる 。 
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DTM は | 何 が あっ て も 死な な い 」 を 体現 し た 


ドイ ツ の モー ター スポ ー ツ 界 で は | DTM は 何 が あっ て も 死な な い 」 と 言わ れ て いる と いう 
"GT3 元 年 だ っ た 昨季 は 多く の 不安 と と も に 開幕 を 迎え た が 、 今季 以降 の 見 通し は 非常 に 明る いよ うだ 


Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 
Photo : XPB 


世界 中 の ぼ ほとん どの 地域 で あま り レ ー ス が 人 行 
な われ な いた め 、 モ ー タ ー ス ポー ツ 界 に と っ て 


冬 と いう の は 状況 が つか みにくい 。 そ の 一 方 で 、 


未来 へ の 期待 が 高まる 時 期 で も ある 。 ドライバ 
ー は スポ ン サ ー を 探し 、 チ ー ム は 資金 を 持ち 込 


ん で くれ そう な 存在 を 探す 。 新 車 の 準備 が 進み 、 


テス ト が 実施 され 、 移 籍 情報 や 最終 的 に 実 を 結 
ば な か っ た 交渉 の こと な ど 、 真 偽 の ほど は 定か 
で な いさ ま ざ ま な ニュ ー ス が 飛び 交 う 。 

1 年 前 、DTM を 取り 巻く 状況 は まさ し く 不 
透明 だ っ た 。 私 は 25 年 前 か ら 、 言 うな れ ば プ 
ロ と し て 、 キ ャ リア の 大 半 に わた っ て この ン リ 
ー ズ の 取材 を 続け て きた 。2020 年 限り で アウ 
ディ と BMW が ワー クス 活動 に 終止 符 を 打っ た 
こと で 、DTM と スー パーGT が 協力 し て 推進 し 
て いた Class 1 規定 は 早々 に 立ち 消え に な っ て 


し まっ た 。DTM 史 上 最速 の マン ン だ っ た だ け に 、 


Class 1 車両 を 見 る こと が で き な く な る の は 、 
非常 に 残念 だ っ た 。 ス パ ・ フ ラン コル シャ ン の 
ラディ オン を 300km/h で 駆け 上 が る 様 は 一 生 
忘れ る こと は な い だ ろ う 。 ま た 、 長 年 の 取材 活 
動 の な か で も 、19 年 11 月 に 富士 で 開催 され た 
DTM と スー パーGT の 特別 交流 戦は 、 ベ スト レ 
ー ス の ひと つと し て いま で も は っ きり と 記憶 に 
残っ て いる 。 

Class 1 規定 の 廃止 に ともない 、GT3 に シフ 
ト す る こと が シリ ー ズ を 存続 させ る 唯一 の 選択 
肢 に な っ た 。 それで も 不安 は 拭え な か っ た 。 ど 
れ く らい の チー ム が 参戦 し て くれ る の か 。 メ デ 
ィ ア は ちゃ ん と レー ス を 放映 し て くれ る の か 。 
魅力 的 な ドライバー で グリ ッ ド は 埋まる の か 。 
多く の 観客 を 集め る こと が で きる の か 。 観客 動 
員 を 除き 、 ほ ぼ ば すべ て の 疑問 の 答え は "イエス" 
だ っ た 。20 年 同様 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 
拡大 の 影響 で DTM で も 多く の レー ス で 観客 数 
の 制限 が 設け られ た が 、 そ れ 以 外 は すこ ぶる 順 
調 だ っ た 。 レ ー ス 内 容 、 チ ー ム と ドラ イ バ ー の 
レベ ル 、 報 道 、 す べ て が 申し 分 な か っ た 。 


DTM は 健在 で 、 今 季 に も 期待 で きそう だ 。 
当然 、 こ うし た 展開 は モー ター スポ ー ツ 界 で 
注目 を 集め た 。 ア ウデ ィ と メル セ デ ス AMG は 
“GT3 元 年 か ら チ ー ム を サポ ー ト し つつ 、 シ 
リー ズ に 関与 。 一 方 、BMW は 存在 感 を 示し て 
いる も の の それ ほど 目立っ た 支援 を 行なわ ず 、 
22 年 に 新た な メー カー が エン トリ ー し て くる 
の を 待つ と いう 状況 だ っ た 。 そ し て 、 複 数 の ブ 
ラン ド が DTM の 様子 を 静観 し て いた が 、 運 営 
が うま くい っ て いる こと が 証明 され た 結果 、 今 
季 か ら オ ー ス トリ ア の グラ ッ サ ー・ レ ー ン シン グ 
が ラン ボル ギー ニ の ワー クス 支援 を 受け て 4 人 台 
体制 で エン トリ ー す る こと が 決定 。 ま た 、 ポ ル 
シェ も SSR パ フォ ー マ ン ス の 2 台 と 、 ル ・ マ 
ン 24 時 間 ウ イナ ー の ティ モ ・ ベ ルン ハル ト が 
率い る チー ム の 1 台 を ワー クス サポ ー ト する こ 


と を 明らか に し て いる 。BMW は 関 与 を 拡大 し 、 


フェ ラー リ も それ に 続く よう だ 。 ア ウデ ィ と メ 
ル セ デ ス AMG は 少な く と も 現状 を 維持 する 姿 
勢 を 見 せ て いる が 、 今 後 さ ら に 体制 を 強化 する 


ルネ ・ デ ・ ブ ー ル 


Rene de Boer 

DTM、WEC、WTCR や 各種 耐久 レ ー ス を メイ ン に 
取材 。 ス キー 競技 の ライ ター 業 も こなす ドイ ツ 在 住 
オラ ンダ 人 ジャ ー ナ リス ト 。 


可能 性 が な いと は 言い 切れ な い 。 

し た が っ て 、DTM の 見 通し は 明る いと いっ 
て いい だ ろう 。 今季 は 史上 初め て イモ ラ と ポル 
ティ マオ が カレ ンダ ー に 追加 され る ほか 、 ス パ 
・ フ ラン コル シャ ン 戦 も 復活 する こと に 加え 、 
3 度 の DTM 王者 レネ ・ ラ スト が 復帰 する 。 ほ 
か に も 名 だ た る ドラ イ バ ー が 勢ぞろい し て いる 
の で 、 新 た な シー ズン が 待ち きれ な い 。 

リニュ ー ア ル に と も な い 、 私 が この コラ ム を 
書く の は 今回 が 最後 と な る 。 モ ー タ ー ス ポー ツ 
に 対す る 私 の 情熱 を 読者 の みな さん と 分 か ち 合 
い 、 了 欧州 の レー ス の 実態 や 、 そ れ に まつ わる さ 
ま ざ ま な 話題 に つい て 、 ち ょ っ と し た 見 解 を 紹 
介する こと が で き 、 と て も 楽し か っ た 。 日 本 を 
訪れ た こと は 3 回 し か な い の だ が 、 国 柄 や 人 々 、 
文化 そし て モー ター スポ ー ツ が 大 好き に な っ 
た 。 今後 も 本 誌 へ の 寄稿 は 続け る つも りな の で 、 
これ か ら も みな さん に 私 の 記事 を 読ん を で いた だ 
く 機 会 は ある と 思う 。 と も か くい ま は 、 読 者 の 
みな さん の 幸運 を 祈る ば か り だ 。 


GT3 に 車両 を スイ ッ チ し た こと で 見 ご と な 復活 を 果たし た DTM。 今後 は 電動 シリ ー ズ も 立ち 上 が る が 、GT3 に よる 選手 権 は DTM の 大 
黒 柱 と し て し ば らく 継続 され そう だ 。 


Text 


大 串 信 


Makoto Ogushi 


4 バ 
| Yo』 * 了 
みん な で 考え る 明日 の モー ヨー スポ ボ ポーツ 胃 | ーー  !: ほ 


ワク ワク 、 ドキ ドキ 、 お た の し み 


が 明け て か ら 、1970 年 代 の レー ン 

ング テク ノロ ジー に 関す る 取材 を 重 
ね た 。 取材 を と お し て あら た め て 感じ た の 
作 706 昌 人 e0 の レーシング テク ブロ ジン 語 の 
お も し ろ さ だ っ た 。 当時 の テク ノロ ジー は 、 
た し か に 未 詩 だ っ た 。 し か し その ぶん 、 眺 
め る 者 の 想像 力 を 刺激 し て 楽し ませ て くれ 
7 二 因 計れ は 2 の が 0.9s が 5 た だ 昌 

本 誌 前 号 で は 最新 の ホン ダ ・ パ ワー ユニ 
ッ ト に つい て の 詳細 解説 が な され て いた が 、 
あま り に も 複雑 すぎ て 、 頭 の 固く な っ た 僕 
に は 勉強 に は な っ て も 「 楽 し い ] も の で は 
な が の かり ae の 中 40 天仙 の 6 二 の ロ ンー は 
経験 や 知識 が な く と も すぐ に 技術 者 と ほぼ 
同じ レベ ル に 立っ て 事態 を 眺め て ワク ワク 
ドキ ドキ で きた 。 

不可 逆 な テ クノ ロジ ー の 進化 を 恨ん で も 
訟 な いこ と で は ある が 、 昔 の テク ノロ ジー 
に は 夢 が あっ た な あと 遠い 目 に な る 僕 は 歳 
を 取り 過ぎ た の だ ろう 。 た だ 今年 は 、 サ ー 
キッ ト の 上 に 登場 する は ず の テク ノロ ジー 
に 少し ば か り ワ ク ド キ し て いる 。 何 を 楽し 
み に し て いる か と 言う と 、 昨 年 7 月 発表 さ 
れ た ルマン ・ ハ イ パ ー カ ー (LMH)、 プ ジ 
ョ ー9X8 が どん な 走り っ ぷり を 見 せ て く 
れる の か 、 で ある 。 

用 ・ の 5 人 人 攻 カー に つい て は 、 請 ド ョ 
タ が 参戦 し て いる LMH ク ラス と 、 ポル シェ 、 
アウ ディ 、BMW な ど が 参戦 を 表明 し て い 
る LMDh ク ラス が 並び 立っ て 少々 分 か り に 
くい 状況 に な っ て いる が 、9X8 は LMH に 
参戦 し て トヨ タ に 真っ 向 か ら 勝負 を 挑む こ 
(語る 5 

それ だ け で も 楽し みな の に 、 昨 年 公開 さ 
れ た 9X8 は 、 あ まり に も 衝撃 的 な 姿 で 、 僕 
の 興味 を か き 立 て た 。 と 言う の も 、9X8 
の ボディ に は 、 高 性 能 レ ー シ ン グ カ ー に は 
不可 欠 な 空力 アイ テム で ある リヤ ウイ ング 
が 取 雇 つけ られ て いな か っ た か ら だ 。 

言う まで も な く 、 近 年 の 高 性 能 レ ー シ ン 
グ カ ー は 車体 下面 と 路面 の 間 に 空 気 を と お 
し て グラ ウン 還 2 語 放 人 あ NE20 の 2 の 


Pi の toOri 自 邊 休 目 人 ⑲ 馬 


ォ ー ス を 生み 出す 構造 に な っ て いる 。 だ が 、 
RSa 艇 シー( ビ せ 旧 ス ホ ポーツ カー に 供 
よ 、 グ ラウ ンド エフ ェクト を 補完 する た め 
の ウイ ング を 撤廃 する こと は で き な か っ た 。 
ーー 時期 は 、 究 極 の グラ ウン ド エ フ ェクト を 
追求 し て ウイ ング を 撤廃 する 取り 組み も 盛 
ん に 行なわ れ た が 、 結 局 は | や っ ぱり ウイ 
ング は 必要 だ ね | と いう 結論 に 落ち 着い た 
の で ある 。 

その 失敗 の 歴史 を 思い 出せ ば 、9X8 の 
ウイ ング レス ボディ は 「 い まさ ら か が かよ! 」 
な の だ が 、 あ えて 2022 年 の 段階 で ウイ ン 
グレ ス に 踏み 切る の だ か ら 、 プ ジョ ー は 何 
か 画 期 的 な アイ デア に た どり つい た の で は 
な いか と 興味 を か き 立 て られ た 。 テ クノ ロ 
ジー が 発達 し た 結果 、 レーシング カー の 進 
化 は 重箱 の 隅 を つつ く よ う な 、 あ る 意味 級 
密 、 あ る 意味 代わ り 映え の し な い 状 態 で し 
か 起き な く な っ た 近年 、 こ れ ほ ど 好 奇 心 を 
刺激 され た の は 久しぶり だ 。 

発表 当初 、9XB8 の デザ イン に は さま ざ 
まな 評価 が な され た が 、 僕 の 見 る 限り 「 た 
5 の Daie dE7 の うつ リヤ ウイ アン 
0sHMUUS90MSMS こと に な る だ ろう | 調 
いう 見 解 の ほう が 多数 派 で ある よう に 感じ 
る 昌 7 了 の (ブン 王 は NM ホ 当 に ウシ レク 
レス の ゆめ ま ま ド ヨタ と 戦う の の 7 たろ うう の 


年 が 明 間 クン 年 寺 | は デスト 泊 の 
る 9X8 の 映像 を 公開 し た 。 こ の 映像 が じ 
つ に 思わ せ ぶ り だ 。 そ れ を 見 る と 、 発 表 時 
より も リヤ カウ ル 上 の バー チカ ルフ ィ ン が 
拡大 され て お り 、 空 力 的 な 就 成 が 進ん で い 
る よう に 見 える 。 だ が バー チカ ルフ ィ ン の 
拡大 は お そら く ダ ウン フォ ー ス 不足 を 補う 
た め の 対 応 だ ろう か ら 、「 や っ ぱり 苦労 し 
て いる の か な | と も 思う 。 映像 で は まだ 
レー シン グ ス ピ ー ド で は 直 宮 て いな 王 員 時 
に も 見 える 。 ま る g2 清 一. は IM 26 沿 
か お 楽し み に ] と いう メッ セー ジ を 発信 内 
QOS ト つ た だ 。 

そう 言え ば 発表 時 、 プ ジョ ー の 空力 開発 
担当 者 は | どう や っ て (ウイ ング を 廃し た 
か ) と は 聞か な いで くだ さい 。 で きる 限り 
秘密 に し て お きた いと 思っ て いま すか ら ! ] 
語る て いた 。 | ご っ 6 語 細 本 は 、 計 算 尽 
く で 9X8 に 関し て 戦略 的 PR を 展開 し て い 
る の で は な ゆい 放 主 本 》 い うか た ち で レー シ 
ング テク ノロ ジー に 対す る 興味 を 刺激 し て 
くれ る な ら 、 傍 観 者 と し て は 大 歓迎 だ 。 

で 、 果 た し て 9X8 は どん な 姿 で レー ス 
を 戦う こと に な る の か 。 デビュー 戦は 5 月 、 
世界 選手 権 シ リー スズ 第 2 戦 の スパ に な る よ 
2 の 人 仁 は 壮 シ ョ ー の 思う つぼ ぽ に ハマ っ 
て 事態 を 注視 し て いる の で ある 。 
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F1 速 報 オ リ ジ ナ ル 「 ほ ぼぼ 日 手帳 ] weeks 

が 今年 も 登場 ! 表紙 は カラ フル な マシ ン 
で 彩 ら れ 光 沢 感 の ある 素材 が イラ スト を 
引き 立た せ て いま す 。 も ちろ ん お まけ ペ 
ー ジ に は F1 情報 が も り だ くさ ん 。 赤旗 、 
黄 旗 を 思わ せる 2 色 の 葉 も ポイ ント で す 。 


大 きめ の A2 変 形 サ イズ の カレ ンダ ー。 ポ スタ ー 感 覚 で マシ ン の 迫力 を いっ ぱい に 体感 で きま す 。 


ss の 022 年 カレ ンタ ー 
クリ アラ ンス セー ル 実 施 中 ! 
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TOKYO AUTO SALON 2022 


新 草 、 開 幕 宣 言 。 


* aDr GR86 GT “1000 分 台 の 精度 
auto sport 独占 スク ー プ ! 前 代 未 聞 の 誌上 参戦 体制 発表 


” Studie BMW M4 みな きる 本 気 


GT300 Driver & Team Line-up Forecast 


” 静か に 見 えて も じつは 激 ア ツ ! 
GR GT3 Concept 
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1) 


透け て 見 える 野 室 


On tnhe ED * レ ー ス を も っ と 楽し くす る 
ホン タ “新生 HRC "始動 
DNA は 変わ ら な い !? 

画 避 rc 細 義昌 戦 モン テカ ル ロ 
ド バ ン 


PUMA と Yaris の ア 


テー ジ 


Fi ' ' 
新車 発表 会 で ハミ ルト ン が 沈黙 を 破る !? プ ふ た り の ブラ ウン 氏 に よる 22 年 シー ズン 予想 
TAS 
STI が コン セプト EV 発 表 /RJ の セレ モニ アル スタ ー ト は 豊田 スタ ジア ム ! ほか ヵ 
に 


プジョー の LMH 車 両 に リヤ ウイ ング な し ノア ル - ア ティ ヤ が ダカール 制覇 ほか 


FEATURE 
[ F1 ジャ ー ナ リス ト 対 談 ] 


念 今 号 58 ペ ー ジ か ら の 星野 一 義 さ 
ん と 星野 一 樹 さ ん の 対談 が 面白 か っ 
た 。 あ れ ほ ど 偉 大 な 一 義 さ ん を 父 に 
持つ 一 樹 さ ん は 、 SE 
多く の | 苦労 ] と 宿命 | を 背 

て きた こと と 思う 。 レ ー ス 界 に 和 
る 「 星 野 ] と いう 苗字 の イン パク ト 
は 絶大 で 、 も ちろ ん 一 樹 さ ん は その 
和恵 恵 を 受け て きた だ ろう が 、 当 の 本 
DD こ 頭 を 悩ま せる 
こと の ほう が 多かっ た と 想像 する 。 普 
段 、 父 ・ 一 義 さ ん に 取材 させ て いた 
だ く と 、 ひ と つ ひ と つの 言葉 が 重く 、 
その すべ て が 心 に 響く 。 一 方 、 今 回 
の 対談 を 読ん で 分 か っ た の は 、 一 樹 
さん の 言葉 は 現代 風 に アレ ンジ され 
つつ も 、 そ の 端々 か ら "星野 イズ ム " 
が あふ れ 出 て いて 、 レ ー ス に 対す る 
ひたむき さ 、 ま っ すぐ で 裏表 の な い 
正直 な と ころ が 見 ご と に 継承 され て 
いる と いう こと だ っ た 。 ひ と り の " 星 
野 フ ァ ン ′ と し て 、 心 の 底 か ら う れ 
し く 、 ま た カッ コ い い 生 き 方 に 感服 
し た 。 星野 一 樹 さ ん 、 こ れ ま で の 現 
役 生 活 、 本 当 に お つか れ さ まで し た 。 
人 生 の 第 2 ステ ィ ン ト で も 、 引 き 続 
きよ ろ し く お 願 いし ます 。 (田中 ) 


@GR GT3 コ ン セ プ ト 、 見 て きま し 
た 。 現場 に いる あい だ は 気分 も 高揚 
の や 
ゃ ん 、 盛 り 上 が る じゃ ん 」| と 思 
いた ん で す が 、 帰 路 に こつ いて 前 
な る と 「 や りす ぎじ ゃ ね ?」 と 思い 
まし た 。 そ ん な こん な で 今回 は 書き 
た いこ と を 書か せ て いた だ きま し た 
よ 。「 速 さ は 正義 ] と いう 考え 方 も も 
ちろ ん ある と 思い ます が 、 う ラー ん …… 
この クル マ は GT3 の 衰退 に つなが り 
か ね な いや つ だ と 正直 思っ て いま す 。 
ま 、 そ ん な こと を 言い つつ も 、 い ざ 
テス ト 車 両 が 公開 され た り 走 り だ し 
た り し た ら ど う せ 「 い いじ ゃ ん 、 成 
り 上 が る じゃ ん | と な っ ちゃ う よ う 
な ちょ ろ い ヤツ な の が 僕 。 そ ん な わ 
け で トヨ タ さ ん 、 テ スト の 際 は 呼ん 
で くだ さい ね 。 (きゃ り 一 ) 


人 @ 時 代 、 動 か ず ーー。 WRC モン テ 
カル ロ で は 、 合 わせ て タイ トル 17 個 
の ロウ ブフ 選手 と オジ エ 選 手 が 貫 禄 を 
見 せつ け て 、 ト ッ プ 争い を 演じ て ワ 
ン ツ ー。 モンテ で は 経験 が モノ を 言 
うと は いえ 、 こ ん な 展開 に な る と は 

。 本 誌 2 月 10 日 発売 号 で は 、 そ 
の ふた り が 操っ た 、 3 ワー クス の 
Rally1 の メカ ニズム に 迫る 予定 で す 。 
楽し み に ! (カズ キヨ ) 


58 


72 


・ モヤ モヤ に さよ うな ら 
sw: 星野 一 樹 x 星 野 一 義 


修行 も ハイ カロ リー で 。 
躍動 する "第 7 世代 "の 若き ドラ イ バ ー た ち 


[不定 期 連載 」 レー シン グ ド ラ イ バ ー 第 7 世代 イン タビ ュー 


坪井 誠 


ーー “SHOw time ” は 今年 も 続く 。 
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SUPER GT 2021 SUBARU BRZ R&D SPORT 
Back story 一 一 「 ひ と つ 奥 まで 踏め る 」 


[不定 期 連 載 ] 5 流 ピ ビリ 辛 市 販 車 イン プレ 
ベー スマ シン 一 力 両断 !! TESLA Model 3 
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F1 DEEP NETWORK 

from World Pressroom 

全日 本 MS 会 議 

[連載 ] クル マ と レー ス を 感じ る コラ ム ピッ ト ・ イ ン 一 一 一 いし いし ん じ 
PRESENT FOR READERS 2022 年 モー ター スポ ー ツ カレ ンタ ダー 特集 
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レー サー 高橋 国光 の 軌跡 と 歴代 愛 機 


砲 動 を 継 豪 す る ドラ イ ビ ン グ 。 


「 乗 9 こなす - 一 - を それだけ を 追い 続け て | ノ 高 橋 国光 最新 ロン グイ ンタ ビュ ー 
グル ー プ C、 グル ー プ A 、 そし て ル ・ マ ン ン 土屋 圭市 、 飯田 凍 、 森脇 基 恭 の 証言 


autO SDOFt ss 不 世 出 の レー サー 高橋 国光 の レー ス と 愛 機 た ち 


Pd 


チー ムク ニテ ミッ 3 周年 記 信 
[クニ ミツ THE レー サー] 


R380 R382-R32 GT-R NSX-GT2 RC162ー- - 代表 的 搭乗 車 を 詳細 解説 


ォ ー ト スポ ボー ツ 特 別 編集 末 う 記 IE RACER 2 ミン THE レー サー」 
好評 発売 中 定価 1760 円 (本 体 1600 円 十 税 10%) 


お 求め 方 法 一 書店 搬入 は 一 部 に 限定 し て お り ます 。 お 近く の 書店 で 注文 する か amazon で お 買い 求め くだ さい 。 ーー A ト ! | 
但 ケ ー タ イ ・ ス マ ホ か ら 回 - ヒロ RP ロ RATI ロ N 

』 株 式 会 社 三 洒 

〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 


⑱ パ ソコ ン か ら 人 @ お 電話 で 


http://Www.sun-a.com 03-5357-8802 叶 当 セン ター (和平 遇 10:00-17:30) 


支払 い 方 法 ・ 送 料 に つい て 免 ク レジ ッ ト カ ー ド 払 い の 場合 人 代金 引換 払い の 場合 上 TL 1 nh 新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
ご 注文 全額 が 1000 円 以上 の 場合 は 、※ 料 無料 手数料: 無料 / 送 料 : 一 回 200 円 手数 料 :300 円 ン 送 料 : 一 回 200 円 ケッ テ . TEL: 03-6897-4611 (平日 10:0017:30) 


野見 


ンク クジ ンク ク > 多 シ クジ クル 


RU ノ ITmmmq 老 吾 GT 3 CONCCPT 


ーー mLGR の 「 勝 て る GT3 マシン] は どこ へ 向かう の か ? 


GT3 に 本 気 で 向き 合う と き が きた 一 時 mimi 
昨季 ふた つの 環 界 選手 権 を 制 し た TGR が 今度 は GT3 を 制す る べく 新 革 、 開 幕 宣 言 。 
うた く 新しい レー シン グマ ン ン を 生み 出 そ う と し て いる TOKYO 

市 販 車 より も 競技 車両 を 先行 し て 開発 する と いう 各 則 TO 
“禁断 の 手法 "を 採っ た 彼ら の 真 の 狙い を 探る 。 $ 邊 上 ON 


Text : 上 坂元 宏樹 (Hiroki Kamisakamoto ノ 本 誌 ) 


Photo : 後藤 純 (Jun Goto) 激 ア ツ 必 至 の 
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て NN エ ー ミ ンー し ht@ っ JJDlIitSNO 
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海外 メデ ィ ア に 
GR GT3 Concept は どう 映っ た ? 


スー プラ で は な いこ と に 藻 き 
トヨ タ 、 レ クサ ス の 両方 に 活用 が か? 


量 題 li コリ ンズ [ranslation : utO Sport 


トヨ タ が 発表 し た GR GT3 コ ン セ プ ト は 、 ヨ ー ロ ッ パ に 
お いて も 多く の 人 に と っ て サプライ ズ だ っ た 。 欧州 の メデ ィ 
ア が と くに 驚い た の は 、 そ の 外観 だ 。 ほ と ん どの 報道 関係 者 
は 、GR スー プラ の 派生 モデ ル が お 披露 


目 さ れる と 思っ て いた の だ 。 実際 、 
2018 年 の ジュネーブ ・ モ ー タ ー シ ョ ー 


で は 、 同 車 の GT3 版 と も 捉え られ る マ 
シン が 公開 され て いた 。 し か し 、 幕 張 で 
発表 され た クル マ は 、 ど の トヨ タン レク 
サス 車 と も リン ク し て いな い 。 本 文中 で 
触れ られ て いる と お り 、GT3 は 市 販 車 
あり き の カ テ ゴ リ ー で ある 。GR GT3 
コン セプト の スタ イリ ング は 、 多 気筒 エ 
ンジ ン を 縦 置き 搭載 する FR レイアウト 
で ある こと を 示唆 し て いる が 、 全 体 と し 
て は 既存 の レク サス RC F GT3 よ り も むし ろ 、 メ ル セ デ ス 
AMG GT3 に 近い 印象 を 受け る 。 

トヨ タ か ら は [市販 車 を キー ター スポ ー ツ に 合わ せ 込 む の 
で は な く 、 モ ー タ ー ス ポー ツ 車 両 を 商品 化す る 。TGR は 競 
技 活動 で 培 わ れ た 技術 や ノウ ハウ を GT3 マ シン 、 そ し て 市 
販 車 の 両方 に 役立て て いこ うと し て いる 。 そ し て 、 よ り 良 い 


モー ター スポ ー ツ 起点 マシ ン の 製作 を 推進 し て いく | と いう 
旨 が 明か され て お り 、 実 際 に GT3 車 量 の 開発 を 先行 させ 、 


市 販 車 を それ に 追従 させ る 手法 を 採る こと に な る だ ろう 。 
ヨー ロッ パ の 報道 関係 者 の な か に は 、 こ の クル マ が 先日 発 
表 さ れ た レク サス の スポ ー ツ カー 型 EV に 似 て いる た め 、 プ 
ラッ ト フ ォ ー ム を 共通 と する の で は な いか と いう 見 方 を する 
者 も いる 。 言い 換え れ ば 、 ト ヨタ は この マシ ン で FIA エ レク 
トリ ッ ク GT 選 手 権 へ 参入 する と 見 て いる と いう こと だ 。 同 
選手 権 も 基本 的 に は 市 販 車 が 存在 する 必要 が ある が 、 か つて 
の フォ ー ド GT の よう に 、 生 産 開始 前 の モデ ル で も エン トリ 
ー が 可能 と な る よう FIA が 取り 計ら うこ と も あり うる だ ろう 。 
総合 する と 、 ヨ ー ロ ッ パ で の 見 立て は 次 の よう な も の だ 。 
トヨ タ は 新た な GT マシ ン を 1 台 で は な く 2 人 台 出 す 。 1 台 は 
V8、 あ る い は V6 (ハイ ブリ ッ ド の 可能 性 も ) エン ジン を 
搭載 し た トヨ タ 車 。 も う 1 台 は 、 ピ ュ ア EV の レク サス 車 だ 。 
内 燃 機 関 を 積ん だ トヨ タ 車 は 車 重 1250ー1300kg、 出 力 は 
500bhp ほ ど 。 一 方 の EV レ クサ ス は 車 重 1490 て 1530kg で 
高 出力 430kW、 さ ら に 全 輸 駆動 と する こと も あり うる 。 
いずれ に し て も 、 ト ヨタ の 動き は 国際 的 な カス タマ ー レ ー シ 
ング カテ ゴリ ー に お いて “大 き な 箸 威 ' と な る だ ろう 。 
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GR GT3 コ ン セ プ ト の お 披露 目 と 同時 に スペ ッ ク と し て 公 
開 さ れ た の は 、 上 に 記載 し た 寸法 と ホイ ー ル ベー ス の み 。 レ 
クサ ス RC F GT3 と 比べ て わずか に 短く 、 幅 広く 、 低 い ボ 
ディ を 持っ て いる 。 発表 に 合わ せ て 実施 され た 会 見 で は 、 
22 年 末 に は 試作 車 が 完成 する 可能 性 が ある こと も 明か され 
て いる 。WEC プル ・ マ ン で GT3 ベ ー ス 規定 が 採用 され る 
の は 24 年 な の で 、 そ れ を ター ゲッ ト に 開発 を 進め て いる と 
推測 で きる 。 ま た 、RC F GT3 が そう だ っ た よう に 、FIA 
の 公認 取得 前 に GT300 を 舞台 と し 、 実 戦 を 通し て 開発 を 進 
め る と いう こと も あり うる の か ? 


1 : 基本 的 に 外観 が 公開 され た だ け と いう GR GT3 コ ン セ 
プ ト 。 全体 的 な フォ ルム は 、 昨 年 公開 され た レク サス の ス 
ポー ツ カ ー タ イプ EV コ ン セ プ ト モ デル に 似 て いる が 、 ツ ラ 
構え は どこ と な く ト ヨタ ・ マ ー ク X を 連想 させ る 。 ほ か の 
GT3 マ シン と 同様 、 派手 な 空力 的 付加 物 は 装備 し て いな い 
が 、 フ ロン ト に は カナ ー ド を 2 枚 装備 し て いる 。 2 : マフ 
ラー は 車両 の 両側 の ホイ ー ル ベー ス 間 か ら 出 て お り 、RC 


F GT3 よ り も か な り 前 寄り の レイ アウ ト だ 。3 : リヤ に は 
大 型 の ディ フュ ー ザ ー を 装備 。 ま た 、 リ ヤラ イト と その 下 


の グリ ル は レク サス の よう な 穴 囲 気 を 感じ させ る 。 
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3 年 間 F 1 に ワン メイ ク 供 給 ヘ 
BBS ジ ャ パン が 


22 年 型 F 1 用 ホイ ー ル を 公開 


Text : 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 


| 
2022 年 か ら F1 と NASCAR 最 高峰 の カッ プシ リ 
ー ズ の 両 選手 権 に ワン メイ ク ホ イー ル を 供給 する 
と 発表 し た 。 

ハイ ン リ ッ ヒ ・ バ ウム ガル トナ ー と クラ ウス ・ 
ブラ ント が 1970 年 に 創業 し た BBS は 、 レ ー シ ン 
グ カ ー 用 の パー ツ 開 発 を 手がけ る か た わら ホイ ー 
ル 開 発 を 始め 、83 年 に は 日 本 の ワシ マイ ヤー 社 
と 共同 で 現在 の BBS ジャ パン を 設立 。 日 本 の 優 
れ た 技術 を 活か し た 革新 的 な 鍛造 ホイ ー ル を 製造 
し て きた 。 

BBS の 鍛造 ホイ ー ル は 、 グ ルー プ C レー ス 等 
を 中 心 に モー ター スポ ー ツ シー ン で 強力 な 武器 と 
な り 、 世 界 中 で さま ざま な ワー クス チー ム が 採用 
し て きた 。 ま た 、92 年 に は F1 用 マグ ネ シ ウ ム 鍛 
造 ホ イー ル を 世界 で 初め て 開発 し フェ ラー リ に 供 
給 を 開始 する と 、 そ の 後 多 く の F1 チー ム も それ 


ラリ ー ジ ャ パン 2022“ カ ウン ト ダ ウン " 続 


セレ モニ アル スタ ー ト は 


豊田 スタ ンジ アム 


Text : autOosport web / auto SpDort 


呈 。 リ ー ジ ャ パン 事務 局 は 1 月 14 日 、 東 京 オ 
ー ト サロ ン 2022 で 記者 発表 会 を 実施 。 
2022 年 WRC 第 13 戦 | フォー ラム エイ ト ・ ラ リ 
ー ジ ャ パン 2022」 (11 月 10 て 13 日 ) の 開催 に 
向け た 現況 の 説明 、 な ら び に 大 会 コン セプト と コ 
ン セ プ ト ビ ジュ アル の 発表 を 行なっ た 。 
[フォ ー ラ ム エ イ ト ・ ラ リー ジャ パン 2022 は 、 
愛知 県 内 の 岡崎 市 、 豊 田 市 、 新 城市 、 設 楽 町 、 岐 
阜 県 内 は 恵那 市 、 中 津川 市 で 実施 する こと が 決定 
し て お り ま す 。 現在 、 コ ー ス の 設定 、 観 客 エ リア 
の 設定 と いっ た 詳細 に つい て 検討 し 、 決 定 を 進め 
て お り ま す 。 実際 の コー ス に つい て は FIA、WRC 
プロ モー ター と も 検討 し な けれ ば な ら な いた め 、 
少し お 時 間 を 頂戴 し ます が 、 今 年 の 6 月 以降 に は 
お そら く 、 み な さま に 詳細 を お 伝え で きる か と 思 
っ て お り ま す 」 ( 同 実行 委員 会 の 鈴木 賢 志 会 長 ) 
続い て 、 大 会 コン セプト が 「 ク ル マ 、 お 祭り 、 
応援 」 で ある こと が 発表 され た 。| ラ リー ファ ン 


ー ト サロ ン で プレ スカ ン フ ァ レ ンス を 実施 。 


Photo : 小笠 原 貴士 (Takashi Ogasawara) 後藤 純 (Jun Goto) ノ LAT / autosport web 


に 追随 。 現 在 も 世界 中 の 
あら ゆる チー ム に 使用 さ 
れ て いる 。 

BBS ジャ パン の 北 秀 
孝 社長 は 会 見 の 席 に お い 
て 「 異 例 と も 言え る 3 年 
間 の 独占 契約 を 結び 、22 年 か ら 自 動車 レー ス の 
頂点 で ある F1 に 参戦 する こと に な り ま し た 。 " 走 
る 実験 室 と も 言わ れる F1 で の 成功 を 活か し 、 
さら に 我々 は さま ざま な カテ ゴリ ー で ホイ ー ル を 
供給 させ て いた だ きま す 」| と 宣言 し た 。 

さら に 、F1 を 机 点 と し 、NASCAR、 そ し て 日 
本 の スー パーGT な ど 、 各 地域 の トッ プ カ テ ゴリ 
ー へ の 挑戦 を 進め て いく と し た 。 ま た 日 本 国内 で 
も 活動 を 継続 し 、 ス ー パ ーGT で は GT500 ク ラス 
の ZENT CERUMO GR Supra、GT300 ク ラス 
で は SUBARU BRZ R&D SPORT 、BMW 
Team Studie の BMW M4 GT3 に 供給 する 。 


フェ スタ と いう か た ち で 、 
ラリ ー 以 外 の も の 、 た と 
えば フー ド フ ェ ス タ や 別 
の 自動 車 展 ホホ イベ ント と 
いっ た も の も 各地 方 自治 
体 と 連携 し 、 み な さま に 
お 届け で きれ ば と 思っ て お り ま す 」| ( 同 )。 

セレ モニ アル スタ ー ト の 会 場 は 、 愛 知 県 豊田 市 
の 豊田 中 央 公園 内 に ある 豊田 スタ ジア ム に 決定 。 
セレ モニ アル スタ ー ト を 終え た 車両 は 豊田 市 内 を 
リエ ゾン 区 間 と し て 走る こと が 予定 され て お り 、 
現時 点 で の 計画 で は 駅 前 の 広場 を 封鎖 し 、 フ ァ ン 
に 向け て 参戦 車両 や 参戦 ドラ イ バ ー を 紹介 する 試 
み を 実施 し た い 意向 を 持っ て いる と の こと だ 。 

大 会 終了 時 に は 成功 の 感謝 を 込め 、 現 在 プ ロモ 
ーション で 活躍 中 の GR ヤリ ス ・ フ ォ ー ラ ム エ イ 
ト ・ ラ リー ジャ パン 号 を 抽選 で プレ ゼン ト す る と 
の こと 。 こ ちら に つい て は 後日 詳細 が 発表 され る 。 
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F1 は 今季 テク ニカ ルレ ギュ レー ショ ン が 大 幅 に 変更 され 、 ホイ ー ル 
も これ まで の 13 イ ンチ か ら 、 よ り 一 般 的 な 18 イ ンチ と な る 。 ま た 、 
それ と 同時 に 近年 は 禁止 され て いた ホイ ー ル カバ ー が 解禁 され る 。 こ 
れ は 車両 後方 に 発生 する 乱気流 の 低減 を 狙っ た も の で 、 ホ イー ル と 
同様 に 標準 パー ツ 化 され る 予定 だ 。 
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(上 ) コン セプト ビジ ュ ア ル は 愛知 県 と 岐阜 県 の 全体 を コラ ー ジ ュ し 
た イラ スト と な っ て お り 、 城 や 歴史 ある 街並み 、 セ レモ ニア ルス タ 
ー ト の 会 場 な ど が 描か れ て いる 。 コ ン セ プ ト ビ ジュ アル は 、2021 
年 度 大 会 の キー ビジ ュ ア ル を 手掛け た イラ スト レー ター 実 戸 竜二 さ 
ん に よる も の 。( 下 ) サ ービス パー ク も 豊田 スタ ジア ム に 設置 され る 。 
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「 携 わっ た すべ て の 人 に 感 計 ] 
ポル シェ の LMDh 車 両 が 初 走行 を 完了 ! 


月 14 日 、 ポ ル シ ェ は 2023 年 に 向け て 開発 

中 の 新型 LMDh 車 両 を ドイ ツ ・ バ イザ ッ ハ 
の テス トコ ー ス で シェ イク ダウ ン し 、 そ の 様子 を 
SNS を 通じ て 公開 し た 。 

LMDh は 、IMSA ウ ェ ザ ー テ ッ ク ・ ス ポー ツ カ 
ー 選 手 権 で 現在 採用 され て いる DPi 後 継 規則 で 、 
23 年 に 正式 採用 され る 。 ま た 、ACOFIA と の 
コラ ボレー ショ ン に より 、LMDF 車 両 は ル し ・ マ ン 


me < まま 、 


LMDh 参 入 を 表明 し て いる メー カー で は いち 早く 初 走行 を 終え た ポル シェ 。 テ スト され た LMD「 車 両 に 
は カモ フラ ー ジ ュ が 施さ れ て お り 、 車 両 の ディ テー ル 部 分 を 確認 する の は 難し い 。 


24 時 間 を 含む WEC の ハイ パー カー・ ク ラス に も 
参戦 可能 と な り 、 ト ヨタ の GR010 ハ イブ リッ ド 
な ど ル ・ マ ン ・ ハ イ パ ー カ ー (LMH) 規則 の 車 
両 と 同じ 土 依 で 戦う こと に な る 。 

ボル シェ は マル チマ チッ ク の LMP2 シ ャ シー を 
ベー ス と し 、LMDh 規 定 マ シン の 開発 を 推進 。 チ 
ー ム ・ ペ ンス キー と 組ん で 『「 ポ ル シ ェ ・ ペ ンス キ 
ー・ モ ー タ ー ス ポー ツ 』 と し て IMSA、WEC の 
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ーー こ 
今回 の 走行 で は ファ クト リー ドラ イ バ ー の フレ デリ ッ ク ・ マ コ ヴ ィ ッ キ が ステ アリ ング を 握り 、 走 行 後 
に は 「 僕 ら は 何 周 か 走行 し 、 ク ル マ が 予期 し た と お り に 動い て いる こと を 確認 で きた 」 と コメ ント し た 。 


LMDh 車 両 の ロー ルアウ ト 時 期 は 明言 せ ず も 


"デビ ュー 前 撤退 説 ” を 


アウ ディ が 完全 人 否定 


L MDh 規 定 車両 に より スポ ー ツ カー 界 復帰 
を 果たす 予定 の アウ ディ 。 こ の ドイ ツブ ラ 
ンド に つい て 、2021 年 末 に F1 参 戦 を 志向 する 
アウ ディ が LMDh プ ログ ラム を マシ ン の トラ ッ ク 
デビ ュー 前 に キャ ン セ ル し た ” と 、 フ ラン ス メ デ 
ィ ア の autojournal』 が 報道 し た が 、 ア ウデ ィ 
の カス タマ ー レ ー シ ン グ 部 門 を 率い る クリ ス ・ ラ 
イン ケ が これ に 反論 。LMDh 規 定 が 本 格 導入 され 
る 23 年 に 向け て プロ グラ ム は 現在 も 「 全 速力 で 
進ん で いる | と 主張 し た 。 

アウ ディ は 2O 年 11 月 30 日 、LMDh 参 入 を アナ 
ウン ス 。 2 の 21 年 4 月 に は 車両 の ティ ザー 画像 を 公 
開 し た ほか 、22 年 初頭 の トラ ッ ク デ ビュ ー、 そ 
し て 23 年 1 月 の デイ トナ 24 時 間 で の レー ス デ ビ 
ュー が 目標 で ある こと を 明か し て いた 。 

アウ ディ に つい て は 26 年 の F1 パワ ー ユ ニッ ト 
の 規則 変更 を きっ か け と し て F1 参戦 の 噂 が 飛び 
交 っ て いる 。LMDh プ ログ ラム の 具体 的 な 進捗 が 


LMDh の レギ ュ レ ーション の 発 

表 後 、 ア ウデ ィ は も っ と も 早く 

参入 を 宣言 し た メー カー の ひと 

つ だ っ た 。F1 参 入 に つい て は 今 

年 の 初め に 決定 され る と いう 報 

道 も あっ た が 、 本 稿 校 了 時 点 で 

は 何 の 発表 も な い 。 

な か な か 聞こ えて こない な か 、 フ ラン ス メ デ ィ ア 
が 伝え た の が 冒頭 の "LMDhn プロ グラ ム の キャ ン 
セル 説 "だ っ た 。 

[それら の 噂 を 読ん で 驚い た 。 内 部 で は 、 そ れ 
(LMDh プログラム) は 進め られ て いる 」 と ライ 
ン ケ は Sportscar365 に 対し 語っ た 。 

[いま の と ころ 、 そ の (プロ グラ ム の ) 状況 は 伝 
わっ て き て いる 。 明らか に 、 内 部 で は この プロ ジ 
ェクト は 順調 に 進ん で いる 。 最終 発表 と 最終 決定 
が も た ら さ れる 予定 で ある が 、 現 時 点 で 
ス は ほ 人 ない]| と コメ ント 。 ま ん た 、 ラ イン ケ は アウ 
ディ の LMDhH 車 両 が いつ ロー ルアウ ト 予 定 で ある 
か を 明言 し な か っ た 。 


ニュ ー 


両 シ リー ズ に 23 年 か ら 参戦 する 予定 と な っ て いる 。 
今回 の ロー ルアウ ト に 際 し 「23 年 に 向け 、 
WEC/IMSA を 戦う 新型 車両 の 開発 プロ セス に 
お ける この 重要 な ステ ッ プ を 、 非 常に 誇り に 思う 」 
と 、 ポ ル シ ェ モー ター スポ ー ツ の バイ スプ レジ デ 
ント で ある トー マス ・ ロ ー デ ン バ ッ ハ は コメ ント 
し て いる 。「 バ イザ ッ ハ (の 開発 陣 ) と チー ム ・ 
ペン スキ ー に 携わっ た すべ て の 人 に 感謝 し た い ]。 
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ベル ギー の チー ム WRT が WEC に お ける アウ デ 
ィ の ファ クト リー チー ム に な る 準備 を 整え て いる 
も の と Sportscar365 は 見 て いる が 、WEC お よ 
び IMSA で の カス タマ ー チ ー ム は まだ 発表 され て 
いな い 。 そ れ で も ライ ン ケ は 、22 年 の 上 半期 に 
は さら な る 発表 が 予想 され る と 述べ る 。 

| あり と あら ゆる 側面 か ら 、( こ の プロ グラ ム は ) 
関心 を 集め て いる 。 さ ま ざ ま な ブラ ンド が ル ・ マ 
ン へ と 戻る 、 偉 大 な スト ー リ ー だ 。 ア ウデ ィ が 再 
び ル ・ マ ン を 選択 する と いう の は 、 素 晴らし い 物 
語 だ 。 カ スタ マー に と っ て も 、 こ の 新 時 代 の 一 部 
に な れる 可能 性 が ある 、 素 晴らし い ス トー リー だ 。 
し た が っ て 、 非 常に 好評 を 博 し て いる の だ 」 
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Photo : 秋 杉 澤 (Jun Goto) ^、NISSAN 
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人 尉 ロト や て ミド 初球 時 KG 湿 
必 休 斬り れこ 赴 財 3 相 理 公 人 で 
SS 公 ひで S 翼 展 ポ ー て お ロ ハ (ヒマ の ) 

い 妨 会" QOQQ 時 往 球 表明 避 事 
悩 つ Q's し て 忠 さ ニー ジ me の 還 還 り 
で QOS で で や 9? 「[RK ふ ドー 
G 貴 牌 |] JI で で hehJG て ぐ ハ 会 
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es:slitlll 王 ESM 

て 町 ふせ )JG て で ぐ く 和 ハイ ロボ 記し" 
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信 け HH で 刀 い ミレ 会 NO で YO 
け 只 s 二 守 玉 6 全 の エン エキ さい? ツモ 
I ト ヾ 起 簡 公記 0 雨 で し っ te 公 
定 Q ざ 6 諾 咽 を ご 言 G 同 岬 選 窒 "ご 
言 G 吾 団 記 で 2J 公 宮 や で り 修 
公会 刻 ぐ で し っ n ぃ 0? 

K 和 へ ふ ^ 揮 民 AUN・ ふ マト 
選考 時 忌 S 査 "4R 具 和 は ih ト て KN さて や 
で 如 せ ロー ふれ) っ) で) っ) 
や p 寺 ご” RhIー 和 Th D へ 心 低 
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て 終わ り ”" で 
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2C つ 


ご の タル マ は “ 
デフ ァ ン 代表 と し て 合 


困 以 前 か ら テ スト 時 の スパ イシ ョ ッ ト が 出回る な ど し て い 


の 型 が 純 ガ ソリ ン エ ンジ ン 車 最後 の タイ プ H に な る と も 噂 され て いる 。 


玉 GRMN ヤ リス は サー キッ ト パ ッ ケー ジ と ララ リー パッケージ の 2 モデ ル が 展開 され る 。 ま た 、 
型 Z の 発表 イベ ント に は 、 日 産 自動 車 の 内 田 誠 CEO と KONDO Racing の 近藤 真彦 監督 が 


は な く 、GR ガ レー ジ で 『 ア ッ プ デー ト プ ロ グラ ム 」 が 提供 され る 。 


た 新型 シビ ッ ク ・ タ イプ H が つい に 公開 され た 。 


環 握 で し っ 7 ボ 補 四 所 パー ユ 
へ ボード! ト ロイ ユー し 6G 失 否 司 二 ご 倒 
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た Text : 角田 五 十 四 (ISoshi Sumida ノ 本 誌 ) 
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Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 草 皆 茂 則 (Shigenori Kusakai) 
| 三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) / 田 村 翔 (Sho Tamura) ノ 小 笠原 貴士 (Takashi Ogasawara) プ XPB 
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MA7C27// 
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si 
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で ぷ 亜 強 つ 


SF : 予選 2 番手 1 回 
GT :PP 2 回 


7//772/ 


念 
円 | 
宮 F : PP1 回 、 決勝 3 位 2 回 
GT:1 勝 


松下 信 : 


SF : PP1 回 、 優勝 2 回 
_ GT: PP 1 回 と 2 勝 


GT : Q1 ト ッ プ 、 PP 1 回 、 優勝 1 回 


レー ス を 、 重 圧 に 負け る こと な く 勝 ち 抜い た 松 の 戦い も 楽し み で は ある 。 ま た 、SF で は 佐藤 
田 次 生 プ ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ な ど 、| さ す が ] 連 の 参戦 も 決定 。 彼 は 、 現 在 ト ッ プ カテ ゴリ ー 


と 思わ せる スキ ル が 随所 で 見 られ た 。 に エン トリ ー し て いる 第 7 世代 の な か で 、 も っ 
これ ら の テク ニッ ク や 強 メ ンタ ル は 、 豊 富 な と も 若く 、 そ れ も 今 季 の 楽し み の ひ と つ 。 
経験 に 裏付け られ る 部 分 も 多く 、 そ こ は 勢 い だ 誌 で は 昨年 1 年 を 通し て 、 第 7 世代 の ドラ 


け で は な か な か 崩せ な い 。 昨年 の SF で の 野尻 イ バ ー を 、 不 定期 で イン タビ ュー し て きた 。 最 
の 強 さ も 、 近 年 で も 例 が な い ほ どの 完勝 ぶり で 後に その 最終 回 と し て 、2021GT500 チ ャ ン 
あり 、 そ れ を 超え る の は 同 世 代 で も 難し そう な ピオ ン の 坪井 の イン タビ ュー を お 届け し よう 。 
紛 囲 気 だ っ た 。 

し か し 、 こ れ か ら の 第 7 世代 は 、 徐 々 に ミス 


RNN 時 2021 年 の 第 7 世代 の リザ ルト 
が 減っ て いき 、 そ こ ヘ へ テク ニッ ク や 経験 値 の 上 
積み が 増え て いく 。 上 の 世代 に と っ て 手強い 存 に し 
在 に な っ て いく こと は 間違い な い だ ろ > al PP 1 位 ま 2 位 3 位 Rd. PP 1 位 ぁ 
本 細 義和 1 富士 。 野尻 智紀 野尻 各 紀 還 央 員 央 生 福 人 人 精 M。 1 了 岡山 大 嶋 和 セン 画 四 に 健 天 凍 


GT で は 、 こ れ ま で 第 7 世代 同上 の コン ビ は  -- 還 四 較 間 "Fec 全曲 昌 ゆ 8 昌 め = mu 較 是 隊 | ht/ 還 間 
16 号 車 の み で あっ た が 、 今 季 は トッ プチ ー ム 人 亡 講 柱 信 人 生還 野毛 各 紀 (人 居 生生 玉生 。 2 宮 士 凍 計 田 痢 月間 塚越 広大 /B. パ ゲッ ト 


の トム ス が 2 台 と も 若い ふた り に よる 組み 合わ 3 AP 還 GZC2N GZP20 (5m 呈 利信 靖 。 4 も て き ぎ 。 遇 本 前 責 。 山本 沿 貴 / 二 本 放 生 呈 
せ と な っ た (36 号 車 : 坪井 プア ジュ リア ー SUGO 。 関口 雄飛 和 福 佳 信 捉 且 大 肝 更 机 較 関口 雄飛 3 鈴鹿 。 伊沢 拓也 松田 次 生 プ R. ク イン タレ ッ リ 
アレ ジ 、37 号車 : 宮田 / フ ェ ネ スト ラス )。 常 5 も て ぎ 野尻 智紀 野尻 知 紀 関口 雄 飛 細 齋 依 縛 5sueo 平 峰 一 黄 人 


福住 

論 チ ーー の 体 害 下 で 、 人 彼ら りか が と こま で ボテ ン ン os sg 6 (65 国 乱 ” oxp 精 | rp (人 
宮田 痢 朋 
- 下 健太 


IN) 
He 
に | 
回 


ト 


ャ ル を 発揮 する か 見 も の で ある 。GT で は まだ 一 一 ーー 一 一 ーーー ーー ーー 

2 鈴鹿 野尻 智紀 7 も て ぎ 野尻 智紀 
まだ ベテラン た ち が 一 線 で 活躍 中 で 、 と くに 交 GA 
関口 秒 細 押 大 半生 


生 、 ロ ニー、 立 川 袖 路 と いっ た 鉄人 級 の 彼ら と ※ 細 は 第 7 世代 ドラ イ バ ー 中 


| 


躍動 する / 人 に の 若き ドラ イ バ 


ニッ ボン の レー スシ ー ン は 、 も は や 彼ら が 中 心 に な りつ つ あ る 


ら ,/g7707g 


S,/g707g 


S,/277078 


0272 
Ws デン デ 
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SF : 決勝 2 位 2 回 
2022 年 は WEC に 挑戦 


ら ,/g7707g 


GT : PP1 回 


ら . 97/9 


ら , 人 58K2/ 


婦 記 DCES7 の //E 


SF : 予選 2 番手 2 回 、 決勝 2 位 2 回 
GT :Q1 ト ッ プ 1 回 


プリ お = 


GT : 1 勝 し て シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


ち F : 雨 の な か PP か ら 優勝 


021 年 シー ズン が 開幕 する 前 の 、 本 誌 
No.1548 で 、 い ま ど き の 若い 世代 の 速 
さ に つい て 紹介 し た 。 ひ と 昔 前 は 、 上 位 カ テ ゴ 
リー に ステ ッ プ アッ プ し て も し ば らく は 習 就 の 
期間 を 要する の が 一 般 的 だ っ た が 、 い ま ど き の 
若者 は ポン と 乗っ て ポン と タイ ム を 出す 。 ス ポ 
ッ ト 参 戦 で も [ポジション キー プ | ど ころ か 、「 上 
位 狙 い ] を 目指 せ た り する 。 
日 本 の レー スシ ー ン で は 、 
も 古い 世代 の 代表 で ある が 、 各 年 齢 層 や 活躍 し 
た 時 期 で 分 ける と 、 い ま の 若い 世代 は 7 番目 に 
あたり 、 本 誌 で は 第 7 世代 "と 名 付け て いる 。 
この 世代 が 数 年 前 か ら 国 内 トッ プ カ テ ゴリ ー に 
参入 し 始め 、 そ の 純粋 な 速 さ 、 適 応力 は 、 過 去 
の 世代 と は 一 線 を 画 し て いる よう に 見 える の だ 。 
この 才能 は 、 こ れ ま で 日 本 の レー ス を コン トロ 
ー ル し て きた 先輩 た ち に どこ まで 通用 する の か 
が 興味 の 的 で あっ た 。 
そし て 、 い ざさ シー ズン が 始ま っ て みる と 、 や 
は り 若 き フ ァ イ タ ー た ちの 実力 は 疑い よう も な 
く 、 も は や 彼ら が 国内 レー ス の 中 心 に な りつ つ 
ある と 感じ る の で ある 。 


高橋 国光 が も っ と 


スー パー フォ ー ミ ュ ラ (SF) で は 、 い ま 円 
熟 期 に ある 野尻 智紀 の 強 さ が 目立っ た が 、 そ の 
彼 を 脅かす 存在 の ほとん ど が 第 7 世代 だ っ た 。 
開幕 戦 こ そ 野尻 が ポー ル ・ ト ゥ ・ ウ イン を 飾っ 
た も の の 、 そ の 後 は 福住 仁鶴 や 松下 信治 ら が 速 
さ を 見 せ た 。 

新 SF 王者 ・ 野 尻 は 、 松 下 の 速 さ を | 突き 抜 
け て いる 」| と 表現 し 、 福 住 に 関し て も 「 い つも 
すご いな あと 思っ て いる | と 語っ て いる 。 もち 
ろ ん 、 ド ライ バー と し て 負け を 認め て いる わけ 
で は な い が 、 そ の 潜在 能力 の 高 さ を 碑 威 に 感じ 
て いる こと は 確か だ ろう 。 

福住 は 昨年 の SF で 2 勝 し て お り 、 さ ら に は 「 幻 
の 勝利 (トップ 独走 中 に タイ ヤバ ー ス ト ) も 
ひと つ あ る 。 こ の 幻 が | 現実 」] だ っ た ら 、 野 尻 
の 強 さ も 多少 は 揺らい で いた か も し れ な い 。 一 
方 、 松 下 は 、SF 第 7 戦 鈴鹿 で PP を 奪取 。 新興 
チー ム で ある B-Max で の 快挙 だ け に 、 こ れ は 
価値 ある 一 撃 と 言え た 。 

スー パーGT で は 、 開 幕 戦 岡山 の 後半 は 
7 世代 同士 の フレ ッシュ か つ 熱 い ト ッ プ 争い に 
な り 、 こ の と き 2 位 に 甘んじ た 坪井 翔 が 、 関 口 


雄飛 と 共に タイ トル を 獲得 し た 。 予選 で も 毎 戦 
の よう に 第 7 世代 が 席巻 。 阪 口 晴 南 は 、 サ ッ シ 
ャ ・ フ ェ ネ スト ラズ の 代役 参戦 で あり な が ら 開 
幕 戦 岡山 で PP を 獲得 し 、 宮 田 痢 朋 は 計 2 回 の 
PP を 奪い 、 ヨ コ ハ マ タイ ヤ の 可能 性 を 示し た 。 
さら に 、 第 5 戦 SUGO で は 、 松 下 が イ ン パ ル 
に 6 年 ぶり の 勝利 を プレ ゼン ト し 、SF で 野尻 
の 対抗 馬 と な る 福住 が 年 間 最多 の 2 勝 を マー ク 。 
さら に は PP も 1 回 記録 する と いう フル 回 転 の 
活躍 を 見 せ た 。 

この よう に 昨年 の 両 カ テ ゴ リ ー を 盛り 上 げ て 
くれ た 若者 た ち で は ある が 、 上 の 世代 の 技 も 光 
っ て いた 。SF で 強 す ぎる 野尻 に 対し 、 関 口 は 
か つて の 速 さ を 取り 戻し 、 第 4 戦 SUGO で PP 
を 獲得 。 そ の と き 流 し た 涙 は 、 そ れ ま で の 長い 
トン ネル を 抜け た こと を 意味 し て いた 。 

また 、GT 第 2 戦 富士 で は 、 塚 越 広 大 が 、 マ 
シン が 本 調子 で は な いな が ら も ラッ キー で つか 
ん だ ポジ ショ ン を 粘り 強く 守り (ピッ トイ ン と 
FCY が 重なり トッ プ 浮 上 )、 ま た 第 4 戦 も て ぎ 
で は 、 速 い 宮 田 の 追撃 を 山本 尚 貴 が 技 で 押さ え 
込み 、 さ ら に は 第 3 戦 鈴鹿 で は 千載 一 遇 の 必勝 
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びび ル ne は 今年 も 続 


坪井 交 は 、 みず か ら の こと を | つま ら な い 人 間 」 と 自 過 す る 
| 人 見 知り で 口数 が 少な く 、 いじ り づ らい 」 か ら だ と W\2 
だ が 、 い ざ ヘ ル メ ッ ト を 被る と その 目 は ひと 際 強 い 光 を 放ち ( / 
魅力 あふ れる ファ イタ ー に 変身 する / / 
Text : 角田 五 十 四 (ISoshi Sumida ノ 本 誌 ) 


Photo : OLLIE/ORIHARA 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) ノ 草 皆 茂 則 (Shigenori Kusakai) 
三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) ノ 田 村 翔 (Sho Tamura) ノ 小 笠原 貴士 (Takashi Ogasawara) 


0jP! JAF-F4 FC (シリーズ 2 位 ) 
2015 FIA F4( シ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン ) 
2016 全日 本 F3( シ リー ズ 3 位 ) 
マカ オ F3(16 位 ) 
2017 全日 本 F3( シ リー ズ 2 位 ) 
マカ オ F3(14 位 ) 
S 耐 ST-4( シ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン ) 
スー パーGT GT300( シ リー ズ 3 位 ) 
2018 一 一 : 全 目 本 FS( シ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン ) 
S 耐 ST-4( シ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン ) 
攻 王 AA 崇 GnGi80027 人 5 
2019 一 一 一 スー パー フォ ー ミ ュ ラ (シリ ー ズ 12 位 ) 
スー パーGT GT500 (シリ ー ズ 1 1 位 ) 縛 議 
2020 一 一 一 一 スー パー フォ ー ミ ュ ラ (シリ ー ズ 8 傍 ) 
スー パーGT GT500( ジ リー ズ 7 位 ) 
202]。 ニ ーーー。 ス ニ バ パー ニン フォーミュラ (シリ ー ス 15 位 ) 


スー パーGT GT500( シ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン ) 


os 謙一 (8) Sho Tsuboi 


届か な か っ た 牧野 任 祐 


| と [悔しさ] の こも っ た シャ ン 


ー 


最終 戦 の 表彰 人 台 で は 、 優 騰 


輝く 。 
し た も の の タイ トル 
か ら 、「 祝 { 


戸 
田 


FCJ 時 代 の 苦難 を 乗り 越え 、FIA-F4 初 代 チ ャ 


パン ファ イト を 受け る 。 


ン ピ オ ン ( 


の MM の 7 


ラテ 
て 一 


MM 語 2 2 位 と な っ 


の と き は 後 の イ ン デ ィ 王 者 ・ パ ロウ 
を 上 回 っ て いた 。 3 年 目 に タイ トル を 獲得 し 
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全 19 戦 中 17 勝 と いう 圧倒 ぶり で 、 


全日 本 F3 で は 、 2 年 目 ( 
れ は 同 シ リー ズ の 歴代 最多 記録 で ある 。 


7 が 
た が 、 


UK へ 唱 敗 っ 吐 林 夫 ロ JJG 
KG 画 1) つ 民 交 玉 っ 7 
[ ト JG 普 宮 で ぐし 球 惑 4KG で の や で 


3 飯 8S 人 SQ し OS 全 O さ し ゃ お 3 


っ いざ NS 選 人 Q 昌 守っ 6 更 揚 を スト や 
ーー っ う 和 8 うし” NG 咽 会 し や 四 
公 い QG し ^ SQ 人 S レ し 1J) っ ふ ャ て 
さ 間 棋 で 8SSS で し レ っ 避 G 天 他 憎 つ 
QQ 画 1) つ し っ つや ? 遂 蛋 剖 剛 jp 
中 GiQQ 唱 引 で で 。 Q 財 SG ハー ンー 会 未 
Cs し 吐 東 揃 や し” 親 
t つ つじ 吐 調 ロ 画 1) や つ 如 (部 )」 
慎 禁 8” 画 相 ロ し すさ を 上 の し や 必 て 
て さ 抽 い し っ Ne G っ DOG っ) 
や を で 環 ,) い RAQOO 公 7 
| 上 せ ”。 LO 中 そ 和 りさ けさ で レ 
JpD ょ J で 人 Q 会 交 折 @ 医 画 玲 玉 う っ 尋 っ うり 『J 
NQ 全 や セ 会 ~ の ヒ め の の G 下 そ ハ 


UK ハゼ 思 選 G 嘱 嘩 持 G つ JO い SG じ し 
る JO 〇 抑 伝 会 さい 刀 つ を る っ し ゃ ちる 7 


で 中 上 ! つ し ら 尺 っ JFJNQ し 中 キハ 
り ド へ けり SS で で し MKG 如 せ 則り 
She 据 mWm) DS で 6 つ で 5 吾 腹 
役 し p 公 で mm つ し 公 で で 
ろう っ MK 地 倒 王 M6 で つ 去 ] 
史 画 や けり 恨 他 つ で で 柳 団 MK 会 民 で NG 
S 倒 そ 和 へ 上 ふり ロー 公 押 で 7 
※ ※ 

ーー 6 和 h 剛 選 は 7 で 50 く SS 芝 て | 
3) 還っ 6 選 忌 で 

| い ー ペ ONS っ べ じ も] 
ーーwnse・ (直り 

[ 郊 SRR 人 SS ぐさ つ を と /QS っ うつ? 志 


東信 っ うつ" SS 公 ^ 血 号 品 唱 叶 
QOS っ うべ 還 選 で し 昭 っ 6 セ " 
提 幅 を で 8 さっ うつ SNo 殖 エ 中 会 届 
っ っ JH ぐし セ 下 2J′ 功 で G べ や 給 選 
て Q っ で つ を SS っ 会 ひ し じ 昭 うっ] 
ーー し や こく ハミ 旭 員 2Qe・ 
[mn し ゃ で ^ 京 @ 紙 林 穴 会 革 レン \@ 
いし 由 で で SS” 肖 堅 じゃ 坦 杉 著 ン 
つ を と で し W? 禁 記 や mn し ばる う っ 
GS” こく こ 和 ヘー ミ 昌 Ne っ JW 唱 語 で 舞 代 で 
さっ J) 公 ” っ つい や 刀 全 っ て の SM 無 装 
調 っ さ 会 やつ 選 ? NTJG キ ト 
h 公 1J っ SN@ つ や パン IMG で | 
ーー 提 Ne 結 款 会 QmRNe 踏 こき トト 
ャ ペーS 上 団 央 補選 必 7 

| せっ" 析 SRG 趣 JJ く ヘ ンー ミ 史上 陣 6 
SmR っ SS 人 村 必 で 配 S く つや を 
っ 会 紅 ( 趣 )」 

ーー 次 : い en6 結 林 共 せ "っ 0 や 
2JSS 撮 ww コ 会 レ っ neG し 会 で 
[ 麹 ン 掲 enJ の うつ 会 提 W レ っ おっしゃ 
で 。 で つの まや ゃ No) つっ 心 や で させ” ふさ トレ 
S さ で り 提 ne で 徹 つ ” 皿 代 会 ぐ バ 宙 
さ を S、 レ 悩 つ つ を SS っ し し? てこ て ミ 
っ J8 で 誠 で を S、 し も 3J] 
二 つや 屋 計 \@ い ミド 
公記 0 つり 戸 0 つや ? し じゃ や L 〇 つ 並 
せき ドーミー 収 普 G や イー 公 二 玩 思 Jp 
ーー 


ロー て 届 き 公 1 邊 っ うっ しゃ お 2J" 
L の 〇 の つ を し ざす 夫 記 で GTJNO" トト ハ 必 
ーKI ト トイ ロー ミセ iQ@G 公 抽 財 
し 揚 全 0 レン SIe@ い ミドル GBO 伝 屋 
1J っ 明和 を セン レ ふ て や SG に" 


Nin っ 心 瑞 紀 全 吐 欄 位 CQ く し も” し 
Jp いさ トド 公 坦 毅 く こい ー 公 しく て 心 
へ nh マモ BS の レン i@ っ )” 掴 口 
人 で うっ JQ で や で っ う ) り 8 で 会 篤人 っ お S 羽 刀 
っ Ss? ふい ミレ リロ ュ で し 六 KGAJFJIO 倒 
塞 急 財 っ NGN ミ トド HO QpG 
類 つ 会 No 6 で S 悩 つじ しゃ 」 

ーー し 8" ポー ヤ ト し ゼ 路 毅 ′ に 中 


や S ご 選 公 で 
| 出 逗 品 唱 岬 填 @ 避 幸 会 っ っ 全 和 ひし 
っ nG で 6 村人 8 っ っ うい や 骨 


圭 し っ っ ト J っ うり 公男 % レ 2 っ Ne@G も し] 

ー 一 肝 倒 臣 握 Nony セ 7 

[mn し ゃ SS LoP や の 上 しゃ 展 斑 
者 つ し Sn@ つ ] 

ー 一 中 時 G の LA 中 し っ hG っ )) K 和 ペー 
て や 貴 握 NN いし 

「 っ を KK ペー て ゼ 慈 HHHICS 上 〇 つ 
り 公 上 しさ 和 普 宣 せ xyT RS の 
L ご く ハ て い 必 人 中 時 半 J4nC し it 
OS つ セ 民 」 

ーー ド 吐 嗣 G 江 枯 じ 6 ふさ ト ふ ^ 
いう こと さや 32J304Q 公 皮 % し ゃ 会 で 
|S” こ て ミ GBS で 会 了 *0 じ セ S7 
で ふさ ト 入 の へ 8 せ 宙 0 つ を S っ 
し ゃ ” つう で し 欄 h@ パ で を で せ で 
末 ste 公 <QTJN 上 若 つ っ 6 し 」 
ーーKh さ へ て っ) 上 くし せ 2JQ 公 貞 
0 し つや 7 
MEOEDESE く ENESEuee 和 NG 
公昭 0 レセ? 尽 マ キト ル 作 江 ペ 
へ ヘリ ロゼ 坦 握 mW 会 和 SNeG し ” 交 J" 
〇 に し OO の 〇 G て CIhhT で 人 届い 
ン 胎 則 つ SS 会 Qp 和 で そ さ 選 Sen@ ン ン 控 
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S, 人 sgK2/ 


7.09252W272 


登っ た も 


悔し い 3 位 は 
タイ ヤマ ネジ 


ー 


は 


GT の デビ ュー2 年 目 は 300 の MC で 。 その 開 


幕 埋 は タイ ヤ 無 交換 作戦 で 表彰 台 ( 
の の 、 ス ター ト 担 当 の 坪井 が 前 半 に タイ ヤ を 


使っ て し まい 、 ト ッ プ で 戻っ て 来 た も の の 、 後 


半 の 松井 孝介 が 苦戦 。「 こ ん な ( 
な い | と 、 レ ー ス 後 坪 井 は 涙 。 


メン ト の 大 切 さ を この と き 学 習 し た 。 


表彰 台 ( 
翌年 は いよ いよ チャ ン 
と 思わ れ た が ……。 


ー ヽ 


ふた り 並 ん で 立っ た 。 


最多 の 2 勝 を 挙げ る 。 初 優勝 の 岡山 で は 、 師 
ピオ ン を 狙う 位置 ( 


SF 参戦 2 年 目 と な る 20 年 、 坪 井 は シリ ー ズ 
匠 で も ある 石浦 を 抜い て の 勝利 。 


が 衣 //CJ7/727/ 


く こく ハ ーー ミ 時 の 記 @ 息 本 際 公 者 し 0 
8 つつ 刀 で 映 幅 交 調 っ 妨 ……| 
先 そ AN 公 セ 1J ン SO UM ル で で v セ 


_JJ も OS らっし 電 @ っ J 公 ] 


7 くし 貞 ら つ ぬ を いで レス っ,O ょ J) 倒 
SS さら て ャ ペー ハレ 会 の 上 し ゃ 訂 
壮 民 暫し ゃ 公記" 

| せっ " 悪 思 apNyn 還 0 レ う し | っ 
し 8867 下着 つ 公 骨 で SS っ 
ン の っ し じゃ 」 


NapNoap 計 壮 喘 中 会 ペー ドロ 慌 沈 史 地 
CROO 公記 8 SS で RG し つる 


[ 過 忌 せ S6 で 狼 "n レ せっ くし ゃ む 
2J^ AN ロー さじ ^ 又 悪 tQ 
公 Q 記 悪し 中 革 せ 如 補 いふ や ミ 
ぬ 紙 ぐ し ご モン っ 半 さ し 紀 で で 球 で 
っ Nm いっ うっ 心 ト て 改心 上 へ 鉱 交 
8Q で し ゃ も 互 30^ で 崩し 坦 租 迷 つ 
公記 玲 玉 っ うし? で 人 <QZ7 1 ドー 


刀 つ 介さ ーK 史 寺 つ 刀 の 公 の 


っ り 公 し 半 の の BS で Qp いさ ドル 公 
上 80 86G し 。 の を 交 30 和 を で うり) つ 妃 
ドー て ロー ド m 和 ロビ で し S46 で 会 JJ に 7 
っ *0 崩 0 し 愉 刀 の s1J) っ 上 基 つ っ で し 
いし レー の を 給 Q を で っ J 宙 人 S つ 4J) 
つや] 
ーー OO や さ ー に ドリ ロゼ ゴ 二 じ っ S 公 
い SG し じ セ 人 S で ・ 

ICQ シン ュー に K ロ 虹 攻 レン し” 貞 
閥 mtG い ミド ル G 司 赴 羽 換 うつ 刀 ご 
っ 会” 伽 寺 G く ミーム ハ 提 に し る で 
っ J 拉 NO 京 選 っ 8” NG 映 机 8 で 如 稚 や 


し | 
ーーNG 記 "ボー し E 机 つつ 直 けけ 謀 
の 也 6 つ Q で で 


[上 ヒエ の や せ Q 回 肥 む し ye で し も 古 2)7 
ー 軒 8 選 結 引 全 て 帳 C 86 
時 時 ロペ ーK ロ 〇 で きっ? SG し ー 
時 肝 け や の て 回 選 お 6 つ 妨 ] 

ー 一 忌 財 馳 20 で お S 稔 や CQG し つ 
1」 届 公 で 
[GWS 1H ト ミ 則 He で 8 ン 
骨 C 8FJ) 全 篤 っ 守 論 EC GE" 
尽 つ NQ 閣 弄 じ %S ン ト (部 )? 路 忌 せ 
| 貴 に 中 ン 避 会 人 Q 環 0 し し ゃ m 紀 
3 坦 措 紀 は く で し うっ 6 に" 
NG 層 路 叙 選 嘱 に じゃ で で 刺 悩 しゃ? 
QMH 還 きら p 全 唱 麹 て 相 で じ ′ 才 局 
公 っ Ne しゃ お 230” で パ で や 瑠 ン レ 
て TNGn 引 に 0 尋 で の S 科 つ じゃ 」 
ーーG 肝 ” 明 で し し 〇 っ つじ ぐ 寝 i ト OU 
リーw 虹 尽 つ つつ 丸 公 咽 守 人 各 で 
所 つ 過 ny し も? 

[Rn し K ヘ ー ミ 側 填 G へ 本 
ー イ ローKS マ ペド M 頻 っ 信 ぐ ボー て で 
る の S 相 人 咽 甘 衝 Ne" レ しめ 性 ロ ー ド 
JeN0 っ J) 代 セ し 2JTJ 選 押し うう 
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る も の が 多かっ た と いう 。「 思 っ た こと を 


得 


公 や ン べ 全人代 っ うつ ^ K リ ー ジ 窓 や 二 
公 ひ し 握 由 を 篤い ドー に っ) 会 NO 
っ G 公 汰 落 け SO し % し 7 上 〇 つや QA 
結 相 し じゃ む 23J” や で し 坦 虹 本 
や 3 さ ン レー 回 半 思い レ 
NO で し | 

ーー の 革 叫 けり" し す で GLO 〇 いく (L 
〇 つ G ハ エキ ハ ヘー し ぐっ ) 喘 揚 ) 唱 じ レ 
っ や で 

[せっ ? NutJ し 忌 人 S し 班 全 6@ い ミト ルリ 
二 4mC し” 男 人 で べ せ J い っ 心 い さ ミト 公記 


っ 民 さ へ 過 へ いし レ つ し 包 剛 輸 交 地 
nyhJ 必 っ np で GS し ゃ お 3J 束 怠っ 
S” 是 握 革 っ も で NeG や 匠 3 0 刀 で 
し ちや 320” Non っ 6 的 和 を さい いう) 
GR 中 つ で 全 こ し ゃ ner6n HaJ5 の 2 
ー 臣 ンマ いっ G+ ふ J] 

ーー つ を そ て ie@G 公 抽 財 SS で 6 に 
距 打 SN さ や ハエ キー し ぷく っ ろ し ゃ 公 で : 
[paQtQSNn し セ つ ? 区 匠 昌 破 光 
約 朋 し 尼 人 や 地 G 提 に 0 刀 濁 で ミ 
つじ しめ つや つつ お 会 < ME 氷上 う 


ms 


胃 N6240URZ9 を 2K605SEI202 つ Me 走り 方 は | スラ 


76 


と で も どん 72000 人 8 0 つかり 伝え て 、 も っ と より 良 


くし て いこ うと いう 姿勢 は 、 す ご いと 感じ まし た 」 (坪井 ) 。 


\ レト J い っ 心 や ミド 公 抽 財 く せ し レ SS 舞う し ^ 尼 基 陣 居 忠 さ 始 0 

1 2 く ピコ 人 ラン ロコ | 
っ で GwW 要 時 つ 記 ヘ ーK へ し つ 尽 」 Nu いつ っ ユー ドロ 4Q で きら っ 尿 | 
ュ J 0 0 
ロ ーーQMHHmm-J の 軒 け は ”L 採 情 喘 中 8 で つて 工 臣 し や QR 外し や 晶 氏 
1 


公 ト ケン こく で 中 ーー で 8 いしゃ 公 " 
[で し 境 -J1 で 晶 守 ドー て 和 を 


S き っ っ つっ S 公 で 6 し 」 
ーーwG 親 攻 リ お ニー テート 


宮 
写 雷 
半 
て 一 


EE 
F3 を 境 に 、 マシ ン の セッ ト ア ッ プ に 対す る 要求 は 変化 。 ハイ パワ ー マ シ ン ( 


イド し て いる の に 走り 続け る と いう より は 、 グ リッ プ な り に し っ か り 走 る 」。 


Ss2K2/ 
な る に 従っ て 、 


細か い 


経験 


誠二 9 ヤマ 


プ 不 足 に 苦し みつ つも 、 絶 妙 な ライ ン 取 り で ポジ ショ 


My 


岡山 で 、 ヤ マ ケ ン と 丁 々 発 止 の トッ プ 争 い を 繰り 
ン を 死守 。 坪井 の GT500 初 優勝 は か な わな か っ た 。 


昨年 の 開幕 戦 
多 導 ほ タ イヤ の グ 


いし し 押 藤 て 中 挟 で 8 の 6 6 し 避 
公 ぐ ⑤ べ うつ を で keG 会 抽 叶 "で 令 
矯 く ぐし っ ぃ GrJ っ JW 擬 履け ReQ で 6 是 
2 ホー ハ へ 弓 全 田 亜 刀 日 豆 マ 
Py” NN で うっ ) ド ーー て ぜ 箇 沢 0 し うっ で 
GS し | 提要 還 に 8『J う ) 全 人 
nQ8G も し ^ 無 NN し ppQO し や っ っ 
り へ っ J 肖 S 会 08 くさ しゃ] 

ーー トー へ TA 公 抽 販 短 7 
や か テト SN や 抽 沢 つや いし も 1 
[や G 居 せ 環 堀 や で し っ 8GP 
公 ン っ で SS べつ) 衣 屋 )J う 8 公記 レ 
むつ Q" ホー で K 必 代 っ) 公 や 
凍 届 如 m 公 の 沿 本 ” 4 因 記 S 必 h@ 0 
レ っ G せ つ 全 むし を いし せっ 6 王 
JJn3s^ 親 到 DS 人 人 
GS し mt ぐし ベー へ 舞 じ 岩 久 熟 藻 隊 殺 
つ JPG AR 当 l に 
te・ 
[「 ト K 層 CD さや つつ 妹 公 個 表 


ハー ゼ 。 うむ しゃ で 


2 ※ 

っ JJ っ jkJAJ 和 し” 選 稲 親 普 G 計 林 G 
握 由 選 う し 慰 " 

「 早 編 全 器 〇 っ 上 困 Mk せ 電 6 つ で で 
"や うこ もじ 須 ぐし つ 心 ふ て hSG 


=) 

My” SS 須 き ン レ ゃ っ っ 3 き 問 
nvIRwe し 6 っ つや 2 蛋 こ ご きっ Op IN 
嘱 覆 第 ご 紀 さ し っ Djp 診 る 王 つ NG ほ 必 く 
各 匠 っ し パン GS ロン Sm MM 
し っ <Q て ロ 悪 いし 層 如 江 打 せ | 
須 ぐ し っ いっ, 肛 林 G 上 〇 つ QU 叶 SS 
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NISSAN NISMO 
1 名 様 


スー パー GT に 参戦 する 
ニッ サン チー ム が 1 チー ム ず ひつ 月 ご 
と に 割り 振ら れる 構成 で 、 数 々 の レ 
ー ス シー ン が 散り ば め ら れ て いる 。 大 
判 サ イズ な の で 飼 力 満点 ! 


テイ ン 
1 名 様 


1 枚 に 2 カ月 が デザ イン さ 
れ て いる 。 ス ー パ ー 耐 久 や 全日 本 ダー 
トト ライ アル 選手 権 、D1 グラ ンプ リ と 
De の 0 主 CUUN る 8 


サイ ズ : 600x450mm 
提供 : 株 式 会 社 テ イン 


ホン ダ ・ レ ー シ ング 
2 名 欄 


朱 、 災 この ビー 光 ps FEEL IT 
ーー パー フォー ミュ ラ の 4 輪 カ テ ゴ ーーー テー 
リー に 加え て 、MotoGP な ど 2 輸 
の レー スン シー ン も 収め られ て いる 。 


ABB 
3 名 様 


フォ ー ミ ュ ラ E の タイ トル 
パー トナ ー で ある ABB は 、 世界 を リー 
ド す る エン ジニ アリ ング 企業 。 疾 走 感 97 am 
あふ れる 写真 十 上 E の スケ ジュ ー ル 入り 。 


サイ ズ : 170xX210mm 
提供 : ABB 株 式 会 社 


GAINER 
5 名 様 


光沢 感 の ある 紙質 と 
横長 の サイ ズ 感 を 活か し た デザ 
イン が 特徴 的 。21 年 で スー パー 
GT か ら 引 退 し た 星野 一 樹 氏 の 
雄姿 も 収め られ て いる 。 


サイ ズ : 110xX190mm 提供 


無限 POWER = 


8 名 様 


写真 っ ぽい イラ スト 
が 強烈 な 個性 を 放つ 、 両 面 使え 
る カレ ンダ ー。 書き 込み が で き 
る 面 は 月 曜 始ま り で 、 プ ラス チ 
ッ ク ケ ー ス に 入れ て 飾る 仕様 。 


サイ ズ : 140X160mm 
提供 : 株 式 会 社 M-TEC 


ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 
し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 
その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、④ 好 き な 
カテ ゴリ ー、⑤ 好 き な ド ライ バー、⑥ オ ー ト スポ ー ツ へ の 要望 を お 


2022 年 2 月 10 日 ( 木 ) (消印 有効 


〒160-8461 東京 都 新 宿 区 新宿 6-27-30 
新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 「1569 号 プレ ゼン ト ]」 係 


ブリ デス トン e 、 CEVDAM 
モー ター スポ ボ ポーツ 
1 名 様 


有 本 畔 間 置 全日 本 ラリ ー 選 手 権 、 全日 本 カ 
ー ト 選手 権 イン ディ カー シリ ー ズ 、。 スー 
パーGT の 写真 が 収め られ お り 、 バ ラ エ ティ 
に 富ん だ 車両 ライ ン ア ッ プ が 楽し め る 。 


サイ ズ : 730x 535mm 
提供 : 株 式 会 社 ブ リ ヂ スト ン 


アウ ディ 
1 名 様 


人 と 自然 が 調和 する 未来 
を 目指 す 、 そ ん な 願い を 込め て 、 日 
本 各地 の 美しい 風景 と アウ ディ 車両 
が 収め られ て いる 。 紙質 に も デザ イ 
ン に も 高級 感 が た だ よう 。 


サイ ズ : 380x515mm 提供 : フォ ルク スワ ー ゲ ン グル ー プ ジャ パン 株 式 会 社 


まま ます すき まま すま ミミ ミミ まま まま すす すま 】 


ARTA 4 
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月 曜 始ま り で 予定 な ど が 書き 込め る 
デザ イン 面 と 、 ス ー パ ーGT の グラ フィ カル な レ 
ー ス 写真 が 楽し め る 面 が 表裏 に な っ て いる 。 


サイ ズ : 185x200mm 提供 : 株 式 会 社 オ ー ト バッ クス セブ ン 


DENSO スパ ー ク プラ グ 
モー ター スポ ボ ポーツ 
5 名 様 


DENSO が サポ ー ト する 、 
スー パーGT、WEC な どの 4 輪 カテ ゴ 
リー は も ちろ ん 、2 輪 カテ ゴリ ー チ ー 
ム の 写真 を 収録 。 日 曜 始ま り タ イプ 。 


サイ ズ : 110x155mm 提供 : 株 式 会 社 デン ソー ソリ ュー ショ ン 


ヨコ ハマ ・ モ ー タ ー ス ポー ツ 
4 名 様 


計時 較 議 アド バン カラ ー を モチ 
ー フ と し 、 環 境 へ の 配慮 か ら リ ン 
グ も 紙 で で き て いる 。 月 曜 始 まり 
の 書き 込み 面 と 、 裏 面 は 車両 と タ 
4 か デシ され 03 8 


サイ ズ : 125X215mm 提供 : 横浜 ゴム 株 式 会 社 


61 号 車 チャ ン ピ ビオ ン 
獲得 記念 ボス ター 
10 名 様 


21 年 に 念願 の スー パー 
GT300 ク ラス チャ ン ピ オ ン に 輝い た 、 
61 号車 SUBARU BRHZ R&D 
SPORT の 記念 ポス ター。 

※ カ レン ダー で は あり ませ ん 。 


サイ ズ : A1 (594x841mm) 提供 : 株 式 会 社 ア ー ル アン ド デ ー ス ポー ツ 


オン ライ ン か ら の 応募 方 法 が 変わ り ま し た 


オン ライ ン 応 募 締切 :2022 年 2 月 9 日 ( 水 ) 

オン ライ ン 応 募 コ ー ド : |as1569) 

PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る か た は 、 弊 社 が 運営 する 
[三栄 ID] か ら お 願い いた し ます 。 掲載 の QR コー ド も し く は 下記 
URL より アク セス いた だ け ま す 。 登録 後 は サイ ト 内 の 指示 に 従っ 
て 必要 事項 を ご 記入 くだ さい 。 そ の 際 、 ご 住所 等 は 正確 に ご 入力 
いた だ きま す よ う ご 協 力 を お 願い いた し ます 。 

※ 応 募 ハ ガキ 、 オ ン ラ イン 応募 に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ 
は 、 今 後 の 誌面 作り へ の 活用 、 プ レ ゼ ント 発送 、 弊 社 刊 行 物 の ご 
案内 発送 以外 の 目的 に は 使用 いた し ませ ん 。 


httpS://id.San-ei-COrD.CO.jD/top/ 


ReadelS 2022 年 モー ター スポ ー ツ カレ ンダ ー 特 集 


3 月 29 日 ( 火 ) よ り 


auto sport は 
刊 化 し ます 


新 コ ン セ プ ト は | RACE CAR マガジン | 


ヒト が クル マ を つく り 、 そ の クル マ を ヒト が 走ら せる か ら モ ー タ ー ス ポー ツ は 面白 い 。 
だ か ら こ そそ クルマ が モー ター スポ ー ツ の 主役 だ と auto sport は 考え ます 。 
目 の 前 で 繰り 広げ られ る 勝負 の 背景 に 、 そ の 主役 を 支え る ヒト の 思い や 考え が あり ます 。 
誰 も が 逆らえ な いり 物理 法則 の な か で 理想 を 追求 する 行為 を 継続 する こと で 、 
モー ター スポ ー ツ は 進化 し て きま し た 。 そ の 進化 過程 を 読者 の 紅 さ ん と 共有 する こと を 目指 し ます 。 
ひたすら 速 さ だ け を 追求 する レー シン グ カ ー の 美 し さ に 心 を 奪わ れ た 子ども の 頃 の 感動 も 忘れ ませ ん 。 


情報 の スピ ー ド より も 深度 を 追求 する 特集 主義 


「RACE CAR マ ガ ジ ン 」 を 具現 化す る た め に 、 特 集 主 義 の 誌面 構成 と し ます 。 
最新 情報 を 多面 的 に 楽し み 、 理 解す る に は ウェ ブ メ ディ ア よ り も 雑誌 が 向い て いま す 。 
構造 や 構成 の 解説 、 変 遷 、 バ リエ ーション の 展開 、 基 礎 情 報 な ど 、 
雑誌 な ら で は 誌面 表現 で テー マ を 掘り 下げ て いき ます 。 
読者 の 皆さん に は 保存 版 と し て じっくり 読ん で いた だ く た め 、 
我々 制作 サイ ド で は 編集 期間 を 確保 する た め の 月 刊 化 で も あり ます 。 
最近 の レー ス 状 況 を し っ か り フ ォ ロ ー し て いな く て も 楽し め る 誌面 づく り を 心がけ て いき ます 。 


大 人 が 楽し め る モー ター スポ ー ツ ・ エ ンタ ー テ イメ ント を 提供 し ます 
他 の スポ ー ツ と モー ター スポ ー ツ が 大 きく 異な る 点 が 、 道 具 が 高度 化し て お り 、 道 具 自体 に 競争 が ある 点 で す 。 
道具 は 言う まで も な く レ ー シ ン グ カ ー で あり 、 レーシング カー を 構成 する タイ ヤ な ど パ ー ツ で す 。 
その 開発 に は 技術 が 必要 で あり 、 組 織 も 予算 も 必要 に な り ま す 。 社会 が 凝縮 され て いる と も 言え ます 。 
その 上 で 、 競 技 を 通し て 勝ち 負け が 明確 に な る 。 
だ か ら こ そ 最 後に 思い を 背負 う レ ー シ ン グ ド ラ イ バ ー は 大 き な プ レッ シャ ー に さら され る 

モー ター スポ ー ツ 固有 の 面白 さ が こ こ に は あり ます 。 

auto SDOrt ならでは の 視点 で エン ター テイ メン ト と し て モー ター スポ ボ ポーツ 情 報 を 提供 し て いき ます 。 
auto SpOrt の バー ジョ ン ア ッ プ に ご 期待 くだ さい 。 


。 す が 、 り きす 
し と か なり 
| 毎月 29 日 発売 | ー 郊 8 テ 3 月 29 日 火曜 日 10 月 号 8 月 29 日 月 曜日 
4 月 28 日 木曜 日 11 月 号 9 月 29 日 木曜 日 
毎月 29 日 が auto sport の 発売 日 で す 。 2 月 は 半 年 以外 29 日 auto Sport ニ ー 四 
が な い ほ か 、 29 日 が 日 曜 祝日 、 一 部 土曜 日 に か か る と 発売 発売 スケ ジュ ー ル 5 月 27 日 金曜 日 12 月 号 10 月 28 日 金曜 日 


日 設定 で き な い の で 、 発 売 日 が 前 倒し と な り ま す 。2022 (※3 月 以降 ) 6 月 29 日 水曜 日 (2023 年 ) 1 月 号 11 月 29 日 火曜 日 
年 の 発売 スカ ナジ ュー ル は 右記 の と お り で す 。 月 号 表記 は 発 
売 月 に 対し て 翌々 月 と な り ま す 。 7 月 29 日 金曜 日 (2023 年 ) 2 月 号 12 月 28 日 水曜 日 
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2021-2022 
スー パーGT 
公式 ガイ ドブ ッ ク 
綻 全編 


特別 付録 


A1 サ イズ 特大 ボス ター 
au TOM'S GR Supra 


絞り 出し た 勝機 


緒戦 に 見 た 片鱗 と 、 磨 いた "対抗 策 " 


只 圭 」 う 貴 出資 


W_ 
じ 
ピノ 


上 ( 


* う 
プ か W 閲 ロ 雄飛 メ 坪 井 著 [GT500 車 両 開 発 競 争 の 真実 ] 
車体 も 、 エン ジン も 、 “ 究 梗 の GT カー" へ 
GT500 ウ イナ ー た ちの 勝算 と 護 近 TOYOTA GR Supra GT500 
GT300 レ ビュ ー : 初 哉 冠 SUBARU BRZ の 菩 償 HONDA NSX-GT 
全 44 チ ー ム & 全 B 戦 完全 デー タ NISSAN GT-R NISMO GT500 


『 


2021-2022 ス ー パ ーGT 
公式 ガイ ドブ ッ ク 総 集 編 


三栄 オフ ィ シ ャ ル ー 。 
の 好評 発売 中 定価 :1210 円 。 
送料 無料 ! 。 


GT500 GT300 シ ー ズ ン レ ビュ ー 
【 特 別 対談 】 関 口 雄飛 坪井 翔 

3 メー カー 車両 開発 競争 の 真実 

全 44 チ ー ム & る 全 8 戦 完全 デー タ ほか 


ご 購入 は こち ら か ら ypEE 量 A1 サ イズ 特大 ボス ター(au TOM'S GR Supra) 


ご 注文 


A 記 ANI-| @ い WEB:WWW.Sun-a.com お 問い 合わ せ : 株 式 会 社 三栄 ・ 販 売 部 


ヒロ RP ロ RATIN @TEL:03-5357-8802 平日 10:00~17:30 TEL.03-6897-4611 (平日 10:0017:30) 
@FAX:03-5357-8803 24 時 間 受 付 
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